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注意注意注意注意 

よ くお読み くださいよ くお読み くださいよ くお読み くださいよ くお読み ください！！！！ 
 
AGP カードをインス トールの際には、以下の注意事項をよ くお読みになり 、必ずそれに

従って ください。ご使用の AGP カードに“AGP 4X/8X (1.5V)ノッチ” (下図参照)がある場合、

AGP カードは AGP 4X/8X であることを確かめて ください。  
 

 
 
ご注意 ：ご注意 ：ご注意 ：ご注意 ：AGP 2X カードは、カードは、カードは、カードは、VIA K8T800 Pro によりサポートされていません。通常通りにシによりサポートされていません。通常通りにシによりサポートされていません。通常通りにシによりサポートされていません。通常通りにシ

ステムを起動させることができないかもしれません。ステムを起動させることができないかもしれません。ステムを起動させることができないかもしれません。ステムを起動させることができないかもしれません。AGP 4X/8X カードを挿入して くださカードを挿入して くださカードを挿入して くださカードを挿入して くださ

い。い。い。い。  
 
 
 

 

AGP 2X ノッチノッチノッチノッチ  AGP 4X/8X ノ ッチノッチノッチノッチ  
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コンピュータ側の準備コンピュータ側の準備コンピュータ側の準備コンピュータ側の準備… 
マザーボードと拡張カードには、非常に繊細な集積回路(IC)チップが搭載されています。

静電気から ICチップを保護するため、コンピュータを使用する際は必ず以下の注意事項

に従って ください 。  
1. ケース内側を扱う際はコンピュータの電源プラグを抜いて ください。  
2. コンピュータのパーツを取扱う前に、接地リストス トラップを着用して ください。

リス トス トラップがない場合は、接地物または金属物に両手で触れてください。  
3. パーツは端面を持つようにし 、 IC チップ 、 リード線、コネクタやその他パーツに

は触れないようにして ください 。  
4. システムからパーツを外す際は、必ず、パーツを帯電防止パッド 、 またはパーツ

付属のバッグの上に置いて ください。  
5. マザーボードから ATX 電源コネクタを外す際には、ATX 電源装置がオフになって

いることをご確認ください 。  
 
シャーシへマザーボードのインス トールシャーシへマザーボードのインス トールシャーシへマザーボードのインス トールシャーシへマザーボードのインス トール… 

マザーボードに取り付け穴がありますが、これらは基部の穴と合わな くて 、スペー

サーに取り付けスロッ トがない場合、心配しないで ください 。スペーサーは依然として

取り付け穴に取り付けることができます。ただ 、スペーサーの底部を切りますと 、 (スペ

ーサーは多少硬いので手を切らないようご注意ください) 。これでマザーボードを基部に

シ ョー トの心配な く 、取り付けることができます。場合によっては取り付け穴付近に回

路があるため、ネジがマザーボード PCB 表面に触れないよう 、プラスチックワッシャー

を使用する必要があるかもしれません。この際、ネジが取り付け穴付近の PCB プリン ト

配線回路や部品に触れないようご注意ください 。接触するとボードの故障や動作不良を

起こす可能性があります。  
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第第第第 1 章章章章 はじめにはじめにはじめにはじめに  
特長の概略 
マザーボード  • GA-K8VNXP-939 または GA-K8V Ultra-939 
CPU • AMD Athlon™ 64 / 64FX プロセッサ(K8)用ソケッ ト 939 

• 2000MHz システムバス 
• 3200+以上のコアクロックをサポート  

チップセッ ト  • ノースブリッジ ： VIA K8T800 Pro 
• サウスブリッジ ：  GA-K8VNXP-939: VIA VT8237 

GA-K8V Ultra-939: VIA VT8237R 
Memory • 4 DDR DIMM メモリスロッ ト 4 GB の DRAM をサポー

ト (最大)(注 1) 
• デュアルチャンネル DDR400/333/266 DIMM をサポー

ト  
スロッ ト  • 1個のAGP スロッ トは 8X/4X (1.5V)モードをサポート  

• 5 個の PCI スロッ ト  
IDE 接続 • 2 つの IDE 接続(UDMA 33/ATA 66/ATA 100/ATA 133)で、

4 台の IDE デバイスに接続可能 
FDD 接続 • 1 つの FDD 接続で、2 台の FDD デバイスに接続可能 
オンボード SATA • 4 つのシリアル ATA コネクタ：  

VIA VT8237 または VT8237R コント ローラの 2 ポート
(SATA0_SB, SATA1_SB) 
SiI3512 コ ン ト ロ ー ラ の 2 ポ ー ト (SATA0_SII, 
SATA1_SII) 

周辺装置 • 1 個のパラレルポートで通常/EPP/ECP モードをサ
ポート  

• 2 個のシリアルポート (COMA、COMB) 
• 8 個の USB 2.0/1.1 ポート (後部 x 4、前部 x 4 ケーブル

経由) 
• 3 個の IEEE1394b ポート (要ケーブル) 
• 1 個のフロン トオーディオコネクタ  
• 1 個の IR コネクタ  
• 1 個の PS/2 キーボードポート  
• 1 個の PS/2 マウスポート  

オンボード LAN • オンボード RTL8110S チップ(10/100/1000 Mbit) (LAN1) 
• オンボード RTL8201 チップ(10/100 Mbit) (LAN2) 
• 2 個の RJ45 ポート  

 
 
 
 
(注 1) 標準 PC アーキテクチャに基づき、一定量のメモリがシステム用途に確保されま

す。従って、実際のメモリサイズは規定量より少な くなります。例えば、4 GB の

メモリサイズは、システム起動時には 3.xx GB と表示されます。  
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オンボードオーディオ  • ALC850 CODEC (UAJ) 
• Jack-Sensing サポート  
• 2/4/6/8 チャンネルオーディオをサポート (注 2) 
• Line 入力をサポート ； L ine 出力 ； マイク  
• サラウンドリアスピーカー(オプション装備のオーディオ

コンボキッ ト使用時) 
• SPDIF 入/出力 
• CD 入力/ゲームコネクタ  

オンボー ド SATA RAID 
(SATA0_SB, SATA1_SB) 

• オンボード VIA VT8237 / VT8237R チップセッ ト  
• ストライピング(RAID 0)またはミラーリング(RAID 1)に対

応 
• 最大 150MB のデータ転送速度対応 
• ホッ トプラギング機能に対応 
• 最大 2 つの SATA 接続に対応 

オンボー ド SATA RAID 
(SATA0_SII, SATA1_SII) 

• オンボード Silicon Image SiI3512 チップセッ ト  
• ストライピング(RAID 0)またはミラーリング(RAID 1)に対

応 
• 最大 150MB のデータ転送速度対応 
• ホッ トプラギング機能に対応 
• 最大 2 つの SATA 接続に対応 

I/O コン トロール • IT8705 
ハードウェアモニタ  • システム電圧検出 

• CPU 温度検出 
• CPU/システムファン速度検出 
• CPU/システムファン故障警告 
• CPU スマートファンコン トロール 
• 過熱シャッ トダウン機能 

BIOS • ライセンス済み AWARD BIOS の使用 
• デュアル BIOS/Q-Flash をサポート  

その他の機能 • DPS-Gold (Dual Power System-Gold)*に対応 
• @BIOS をサポート  
• EasyTune をサポート  

オーバークロック  • BIOS によりオーバー電圧(CPU/DDR/AGP) 
• BIOS によりオーバークロック (CPU/DDR/AGP/PCI) 

フォームファクター • ATX フォームファクタ (30.5cm x 24.4cm) 
 
 
 
 
 
 
 
(注 2) 8 チャンネルオーディオの構成を設定する場合、オーディオコンボキッ ト (オプシ

ョナルデバイス)が必要となります。  
 
“*” GA-K8VNXP-939 のみ。 
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GA-K8VNXP-939/GA-K8V Ultra-939 マザーボードマザーボードマザーボードマザーボードレイアウトレイアウトレイアウトレイアウト  
 
 
 

 
 

 

 

 

“*” GA-K8VNXP-939 のみ。 
(注) GA-K8VNXP-939: VIA VT8237 

GA-K8V Ultra-939: VIA VT8237R 
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ブロック図ブロック図ブロック図ブロック図 
 
 

 
 
 
 
(注) GA-K8VNXP-939: VIA VT8237 

GA-K8V Ultra-939: VIA VT8237R 
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第第第第 2 章章章章 ハードウェアのインス トール手順ハードウェアのインス トール手順ハードウェアのインス トール手順ハードウェアのインス トール手順 
 

お持ちのコンピュータの設定には下記のステップを完成させる必要があります ：  
ステップ 1－中央処理ユニッ ト (CPU)のインストール 
ステップ 2－Cool-Plus(ノースブリッジクーリングファン )のインストール 
ステップ 3－メモリモジュールのインス トール 
ステップ 4－拡張カードのインストール 
ステップ 5－I/O 周辺機器ケーブルのインストール 

 
    

    
    

    

 

これで完了です！これでハードウェアのインス トールは完了しました！ 
電源装置をオンにするか、電源ケーブルをコンセン トに接続します。引き続き、BIOS お

よびソフ トウェアのインス トールを行います。  
 

ステップステップステップステップ 5 ステップステップステップステップ 3 

ステップステップステップステップ 5 

ステップステップステップステップ 5 

ステップステップステップステップ 2 

ステップステップステップステップ 1 

ステップステップステップステップ 4 
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ステップステップステップステップ 1 ：：：：中央処理ユニッ ト中央処理ユニッ ト中央処理ユニッ ト中央処理ユニッ ト (CPU)のインス トールのインス トールのインス トールのインス トール 
CPU を取り付ける前に、以下の手順に従って ください ：  

 
注意注意注意注意 

1. マザーボードが CPU をサポートすることを確認して ください 。  
2. CPU の刻み目のある角に注目してくだ さい 。CPU を間違った方向に取り付け

ると 、適切に装着することが出来ません。装着できない場合は、CPU の挿入

方向を変えて ください。  
3. CPU とヒ ッ トシンクの間にヒートシンクペース トを均等に塗布して くだ さ

い。  
4. CPU のオーバーヒートおよび永久的損傷が生じないように、システムを使用

する前に、ヒー トシンクが CPU に適切に取り付けられていることを確認して

くだ さい 。  
5. プロセッサ仕様に従い、CPU ホスト周波数を設定して ください 。周辺機器の

標準規格に適合しないため、システムバス周波数をハードウェア仕様以上に

設定しないこ とをお勧めします。仕様以上に周波数を設定する場合は、

CPU 、グラフ ィ ッ クスカード 、 メ モリ 、ハード ドライブ等を含むハードウェ

ア仕様に従って設定して ください。  
 
プロセッサおよび冷却ファンのインス トールは主に 4 ステップで行われます ：  
ステップ 1-1. まず、プロセッサのピンが曲がっていないことをご確認ください ｡ プロセ

ッサの装着前に、図 1 にあるようにソケッ トレバーをロック解除位置に移

動します。プロセッサを取り付ける前に(マザーボードの面に対して 90°)。
ピン 1 位置はプロセッサの銅色の三角マークの位置とソケッ トの三角マー
クの位置が一致するよう図 2 のように表示されています。プロセッサをソ

ケッ トに合わせ静かに置きます。プロセッサを無理にソケッ トに押し込ま
ないで ください。  

 

    

    図1. 
レバーを90度まで引き上げます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 
ソケッ ト及びプロセッサ上のピン 1 位置。プ

ロセッサの中央を抑えながら 、 ソケッ ト レ

バーをロック位置に動かして ください 。    

ソ ケ ッ ト レソ ケ ッ ト レソ ケ ッ ト レソ ケ ッ ト レ

バーバーバーバー 
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ステップ 1-2. プロセッサをソケッ トにインス トールする際、ヒー トシンクのインストー
ルに先だってプロセッサにサーマルペーストを (図 3 参照)塗布してくだ さ
い。相変化材料ではヒートシンクとプロセッサ間に強力な接着作用を生じ

ます。 この状態でヒー トシンクを外すと 、ソケッ トレバーをロッ ク解除この状態でヒー トシンクを外すと 、ソケッ トレバーをロッ ク解除この状態でヒー トシンクを外すと 、ソケッ トレバーをロッ ク解除この状態でヒー トシンクを外すと 、ソケッ トレバーをロッ ク解除
位置にしないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケッ ト位置にしないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケッ ト位置にしないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケッ ト位置にしないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケッ ト
接点部に損傷を与えてしまいます。接点部に損傷を与えてしまいます。接点部に損傷を与えてしまいます。接点部に損傷を与えてしまいます。  
** ご使用の CPU とヒー トシンクの間にはサーマルテープを貼って放熱効
果を高めるよ うお勧めします。 (サーマルペーストが硬化するため、CPU
冷却ファンが CPU に貼り付く可能性があります。この状態で冷却ファンを

外そうとすると 、冷却ファンと CPU ソケッ トを CPUから離すことになり 、
プロセッサに損傷を与える可能性があります。これを防ぐには、サーマル
ペーストに代えてサーマルテープを使用するか、冷却ファンを細心の注意

を払って外して ください 。 ) 

    

    図3. 
プロセッサへのサーマルペーストの塗布。    

ステップ 1-3. プロセッサにサーマルペーストを塗布したら 、 ヒー トシンクをプロセッサ

に装着できます。図 4 および 5 に示されるように、 ヒー トシンクアセンブ
リをサポートフレームに合わせ、スタンドオフで固定します。  

    

    図 4&5. 
ス タン ドオ フで ヒー

ト シ ン ク アセンブ リ

の装着。    

ステップ 1-4. ファン電源ケーブルは図 6 のようにマザーボード上のヘッダに接続しま
す。  

    

    図6. 
ファン電源ケーブルの接続。    
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ステップステップステップステップ 2 ：：：： Cool-Plus(ノースブリ ッ ジクーリングノースブリ ッ ジクーリングノースブリ ッ ジクーリングノースブリ ッ ジクーリング

ファンファンファンファン )のインス トールのインス トールのインス トールのインス トール 
ステップステップステップステップ 2-1 ：：：：Cool-Plus のインストールのインストールのインストールのインストール 

 

1. Cool-Plus をヒート
シン クに インス ト
ールするには 、下
記の様に両側の拡
張部を ヒー ト シ ン
クの溝に位置合わ
せます 。正 しい位
置に填まるまで 、
し っか り と押 し込
んで ください 。  

 

2. フ ァンを ヒー ト
シン クに正 し く 固
定した後 、電源ケ
ーブルを NB_FAN コ
ネク タに接続して
くだ さい 。  

ステップステップステップステップ 2-2 ：：：：Cool-Plus を取り外すを取り外すを取り外すを取り外す 

 

取り外す前に、ファンの電源ケーブ
ルは接続していないことを確認して
く だ さい 。確認後、ファン上部を押
しながら 、片方の拡張部をスクリュ
ードライバーを使い取り外して く だ
さい 。  

 
注意注意注意注意 

取り外す際にフ ァ
ンに過度の力を加
える と 、側面の拡
張部が破損する恐
れがあります。  

ステップステップステップステップ 3 ：：：： メモリモジュールのインストールメモリモジュールのインストールメモリモジュールのインストールメモリモジュールのインストール 

 
注意注意注意注意 

メモリモジュールを取り付ける前に、以下の手順に従って ください：  
1. ご使用のメモリがマザーボードにサポートされているかどうかを確認して く

ださい 。同様の容量、仕様、および銘柄のメモリをご使用することをお勧め
します。  

2. ハードウェアへの損傷を防ぐため、 メモリモジュールの取り付け/取り外し前
に、コンピュータの電源を切ってくだ さい 。  

3. メモリモジュールは、きわめて簡単な挿入設計となっています。 メ モリモジ
ュールは、一方向のみに取り付けることができます。モジュールを挿入でき
ない場合は、方向を換えて挿入して ください 。  

マザーボードは、DDR メモリモジュールをサポートし 、BIOS は自動的にメモリ容量と仕

様を検出します。 メモリモジュールは、一方向のみに挿入するように設計されています。
各スロッ トには異なる容量のメモリを使用できます。  

 

ノ ッチ  
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日
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1. DIMM ソケッ トにはノッチがあり、DIMM メモリ

モジュールは一方向のみに挿入するよ うにな

っています。DIMM メモリモジュールを DIMM ソ

ケ ッ トに垂直に挿入し 、押 し 下げて く だ さ

い。  

2. DIMM ソケッ トの両側にあるプラスチックのク

リ ップを閉じて 、DIMM モジュールを固定しま

す。  
DIMM モジュールを取り外すにはインス トール

と逆の手順で行います。  
 
デュアルチャンネルデュアルチャンネルデュアルチャンネルデュアルチャンネル DDR ：：：：  
GA GA-K8VNXP-939/K8V Ultra-939 は、デュアルチャンネルテクノロジをサポートします。デ
ュアルチャンネルテクノロジが実行されると 、 メモリバスのバンド幅は通常の 2 倍にな
ります。  
 
CPU 制限により 、デュアルチャンネルテクノロジを実行する場合は、以下のデュアルチ
ャンネルメモリ設定のガイドラインに従って ください 。  

1. インス トールされている DDR メモリモジュールが１つのみの場合は、デュアルチ
ャンネルモードは機能しません。  

2. 2 つのメモリモジュール(同一ブランド 、サイズ、チップおよび速度のメモリモジ
ュールの使用を推奨)でデュアルチャンネルモードを使用する場合は、それらを
同色の DIMM ソケッ トにインス トールする必要があります。  

3. 4 つのメモリモジュールでデュアルチャネルモードを使用する場合も 、同一ブラ
ンド 、サイズ、チップおよび速度のメモリモジュールの使用をお勧めします。  

 
以下は、デュアルチャンネルメモリ設定表です ： (DS ：両面実装、SS ：片面実装) 
 DDR 1 DDR 2 DDR 3 DDR 4 

DS/SS DS/SS X X 2個のメモリモジュ
ール X X DS/SS DS/SS 
4個のメモリモジュ
ール 

DS/SS DS/SS DS/SS DS/SS 

2 つのメモリモジュールでデュアルチャンネルモードを実行する場合は、それら

を DDR1 および DDR2 DIMM ソケットにインス トールすることをお勧めします。  

 
注意注意注意注意 

以下のすべてのメモリ設定は、システム起動を不可能にする原因となります 。

(DS ：両面実装、SS ：片面実装) 

 
 DDR 1 DDR 2 DDR 3 DDR 4 

X DS/SS X X 1個のメモリモジュ
ール X X X DS/SS 

X DS/SS DS/SS X 
DS/SS X X DS/SS 

2個のメモリモジュ
ール 

X DS/SS X DS/SS 
DS/SS DS/SS DS/SS X 
X DS/SS DS/SS DS/SS 
DS/SS X DS/SS DS/SS 

3個のメモリモジュ
ール 

DS/SS DS/SS X DS/SS 

 
注 
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ステップステップステップステップ 4 ：拡張カードのインス トール：拡張カードのインス トール：拡張カードのインス トール：拡張カードのインス トール 
 
拡張カードのインス トールに先立ち、関連した指示説明をお読みください。  
1. コンピュータからケースカバー、固定用ネジ、スロッ トブラケッ ト を外します。  
2. マザーボードの拡張スロッ トに拡張カードを確実に差します。  
3. カードの金属接点面がスロッ トに確実に収まったことを確認して く ださい。  
4. スロッ トブラケッ トのネジを戻して、拡張カードを固定します。  
5. コンピュータのシャーシカバーを戻します。  
6. コンピュータの電源をオンにします。必要であれば BIOS セッ トアップから拡張カー

ド対象の BIOS 設定を行います。  
7. オペレーティングシステムから関連のドライバをインス トールします。  
8. コンピュータからケースカバー、固定用ネジ、スロッ トブラケッ ト を外します。  
 
AGP VGA カードのインストール ：  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

AGP 2X (3.3V)カードが装着されると 2X_AGP が点灯し、サポートされていないグラ

フ ィ ックカードが装着されたことを表示します。これで、AGP 2X (3.3V)は当チッ

プセッ トではサポートされていないためにシステムが正常起動しないことをユー

ザーに知らせます。  

VGA カードの装着/取り外し時には、

AGP スロッ ト端の小さい白色の取り

外しバーを注意深 く引いて くだ さ

い。VGA カードをオンボード AGP ス

ロッ トにそろえ 、スロッ トに確実に

押し込んで ください 。ご使用になる

VGA カードが小さな白いバーによっ

てロックされたことを確認して く だ

さい 。  

注意注意注意注意 
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ステップステップステップステップ 5 ：：：： I/O 周辺機器ケーブルのインス トール周辺機器ケーブルのインス トール周辺機器ケーブルのインス トール周辺機器ケーブルのインス トール 
 
ステップステップステップステップ 5-1 ：：：： I/O 後部後部後部後部パネルの紹介パネルの紹介パネルの紹介パネルの紹介 
 
 

 
 
 
 
 
 

 PS/2 キーボードおよびキーボードおよびキーボードおよびキーボードおよび PS/2 マウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタ  
 

 

PS/2 マウスコネクタ  
(6 ピンメス) 

PS/2 キーボードコネクタ  
(6 ピンメス) 

 このコネクタは標準 PS/2 キーボードお

よび PS/2 マウスをサポートします。  

 
 
 
 

 パラレルポート 、シリアルポートパラレルポート 、シリアルポートパラレルポート 、シリアルポートパラレルポート 、シリアルポート (COMA / COMB) 
 

パラレルポート (25 ピンメス) 
 

 
 

シリアルポート (9 ピンオス) 

 当コネクタは 2個の標準のCOMポートお

よび 1 個のパラレルポートをサポートし

ています 。プ リン タなどのデバイスは

パラレルポー トに接続し 、マウスやモ

デムなどはシリアルポー トに接続しま

す。  
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 /  USB/LAN コネクタコネクタコネクタコネクタ  
 

 

 

 USB コネクタに USB キーボード、マウ

ス 、スキャナー 、 zip 、スピーカーなど

を接続する前に 、ご使用になるデバイ

スが標準の USB インタフェースを装備

しているこ とをご確認 くだ さい。 また

ご使用の OS が USB コン トローラをサポ

ー ト しているこ と もご確認 ください 。

ご使用の OS が USB コン トローラをサポ

ートしていない場合は、OS ベンダーに

利用可能なパッチやドライバの更新に

ついてお問い合わせ ください 。 詳細は

ご使用の OS やデバイスのベンダーにお

問い合わせください 。  
 LAN1 コネクタは 10/100/1000 Mbps 速度の

高速イーサネッ トです。  
 LAN2 コネクタは 10/100 Mbps 速度の高速

イーサネッ トです。  
 
 
 

 オーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタ  
 

 

 オンボードオーデ ィオ ド ライバのイン

ス トール後、スピーカーはライン出力

ジャ ッ クに 、マイクはマイク入力ジャ

ックに接続できます。CD-ROM やウォー

クマンなどはライン入力ジャ ッ クに接

続できます。  
下記にご注意ください下記にご注意ください下記にご注意ください下記にご注意ください ：：：：  
S/W 切替により 、2-/4-/6-/8-チャンネルオ

ーディオ機能が使用可能です。  
8 チャンネル機能を利用する際は 29 ペー

ジをご覧にな り 、 オ プシ ョ ン 装備の

SUR_CEN ケーブルを最寄りの販売店よ

りお求めください。  
 
 

2-/4-/6-/8-チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳

細は、細は、細は、細は、64 ページをご参照ください。ページをご参照ください。ページをご参照ください。ページをご参照ください。  
 
 
 
 

ライン入力 
 
ライン出力 
 
マイク入力 
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ステップステップステップステップ 5-2 ：：：： コネクタはじめにコネクタはじめにコネクタはじめにコネクタはじめに 
 

 
 

1) ATX_12V 14) RAM_LED 
2) ATX (Power Connector) 15) F_AUDIO 
3) CPU_FAN 16) SUR_CEN 
4) SYS_FAN 17) SPDIF_IO 
5) PWR_FAN 18) CD_IN 
6) NB_FAN 19) F_USB1 / F_USB2 
7) DPS_FAN* 20) F1_1394 / F2_1394 
8) FDD 21) IR 
9) IDE1 / IDE1 22) GAME 
10) SATA0_SB / SATA1_SB 23) INFO_LINK 
11) SATA0_SII / SATA1_SII 24) CLR_CMOS 
12) F_PANEL 25) BATTERY 
13) PWR_LED  

 
 
 
 
“*” GA-K8VNXP-939 のみ。 
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1/2) ATX_12V/ATX (電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ )  
 電源コネクタの使用により 、安定した十分な電力をマザーボードのすべてのコンポ

ーネントに供給することができます。電源コネクタを接続する前に、すべてのコン

ポーネント とデバイスが適切に取り付けられていることを確認してください 。電源

コネクタをマザーボードにしっかり接続して ください 。  
ATX_12V 電源コネクタは、主に CPU に電源を供給します。ATX_12V 電源コネクタが

適切に接続されていない場合、システムは作動しません。  
注意！ 
システムの電圧規格に適合するパワーサプライを使用して ください 。高電力消費

(300W 以上)に耐え得る電源をご使用することをお勧めします。必要な電力を提供で

きないパワーサプライを使用される場合、結果として不安定なシステムまたは起動

ができないシステムになります。  
 

 
 
 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 GND 
3 +12V 
4 +12V 

 
 
ピン 
番号 

定義 

1 3.3V 
2 3.3V 
3 GND 
4 +5V 
5 GND 
6 +5V 
7 GND 
8 電源装置 
9 5V SB (スタンバ

イ+5V) 
10 +12V 
11 3.3V 
12 -12V 
13 GND 
14 PS_ON (ソフ トオ

ン/オフ) 
15 GND 
16 GND 
17 GND 
18 -5V 
19 +5V 
20 +5V 
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3) CPU_FAN (CPU ファンコネクタファンコネクタファンコネクタファンコネクタ ) 
 CPU クーラーの適切なインストールは、CPU が異常動作をしたり過熱による損傷を受

けたりするのを防止するのに大切である点にご注意ください 。CPU ファンコネクタの

最大許容電流は 600 mA です。  
 

 
 
 
 
4) SYS_FAN (システムファンコネクタシステムファンコネクタシステムファンコネクタシステムファンコネクタ ) 
 当コネクタにより 、システムケース上部の冷却ファンでシステム温度を下げること

ができます。  
 

 
 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 +12V 
3 Sense 

 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 +12V 
3 Sense 
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5) PWR_FAN (パワーファンコネクタパワーファンコネクタパワーファンコネクタパワーファンコネクタ ) 
 当コネクタにより 、システムケース上部の冷却ファンでシステム温度を下げること

ができます。  
 

 
 
 
 
 
 
6) NB_FAN (チップセッ ト フ ァ ンコネクタチップセッ ト フ ァ ンコネクタチップセッ ト フ ァ ンコネクタチップセッ ト フ ァ ンコネクタ ) 
 間違った方向に接続すると 、チップフ ァンは動作しません。チップフ ァンの故障の

原因となります。 (通常黒いケーブルは接地用 GND です) 
 

 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 +12V 
3 NC 

 

ピン 
番号 

定義 

1 +12V 
2 GND 
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7) DPS_FAN (DPS ファンコネクタファンコネクタファンコネクタファンコネクタ )* 
 間違った方向に接続すると 、DPS ファンは動作しません。DPS ファンの故障の原因と

なります。 (通常黒いケーブルは接地用 GND です) 
 

 
 
 
 
 
 
8) FDD (フロッピーコネクタフロッピーコネクタフロッピーコネクタフロッピーコネクタ )  
 FDD コネクタは、FDD ケーブルの接続に使用し、も う一端は FDD ドライブに接続しま

す。対応 FDD ドライブの種類は以下の通りです ： 360KB 、720KB 、 1.2MB、1.44MB、お

よび 2.88MB 赤色電源コネクタワイヤをピン 1 位置に接続して ください。  
 

 
 
 
“*” GA-K8VNXP-939 のみ。 

ピン 
番号 

定義 

1 +12V 
2 GND 
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9) IDE1 / IDE2 (IDE コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 
 IDE デバイスは IDE コネクタによりコンピュータに接続します。1 つの IDE コネクタに

は 1 本の IDE ケーブルを接続でき、 1 本の IDE ケーブルは 2 台の IDE デバイス(ハード

ドライブや光学式ドライブ)に接続できます。2 台の IDE デバイスを接続する場合は、

一方の IDEデバイスのジャンパをマスターに、も う一方をスレイブに設定します(設定

の情報は、 IDE デバイスの指示を参照ください) 。  
 

 
 
 
 
10) SATA0_SB / SATA1_SB (VT8237 またはまたはまたはまたは 8237R 制御シリアル制御シリアル制御シリアル制御シリアル ATA コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 
11) SATA0_SB / SATA1_SB (SiI3512 制御シリアル制御シリアル制御シリアル制御シリアル ATA コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 
 シリアル ATA は、150MB/秒の転送速度を提供することができます。正し く動作させる

ため、シリアル ATA の BIOS 設定を参照し 、適切なドライバをインストールして くだ

さい 。  
 

 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 TXP 
3 TXN 
4 GND 
5 RXN 
6 RXP 
7 GND 

これら SATA コネクタはホッ トプラグ機能に

対応しています。  
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12) F_PANEL (10 ピンコネクタピンコネクタピンコネクタピンコネクタ 2 x) 
 ご使用のケースのフロン トパネルにある電源 LED、PC スピーカー、 リセッ トスイッ

チおよび電源スイッチなどを以下のピン配列にしたがって、F_PANEL に接続します。  
 

 
 
 

HD (IDE ハードディスク動作表示 LED) 
(青) 

ピン 1 ： LED 正極(+) 
ピン 2 ： LED 負極(-) 

SPK (スピーカーコネクタ ) 
(アンバー) 

ピン 1 ：VCC (+) 
ピン 2-ピン 3 ：NC 
ピン 4 ：Data (-) 

RES (リセッ トスイッチ) 
(緑) 

オープン ：通常動作時 
シ ョー ト ： ハー ドウェアシステ

ムのリセッ ト  
PW (電源スイッチ) 
(赤) 

オープン ：通常動作時 
ショー ト ：電源オン/オフ 

MSG (メ ッセージ LED/電源/スリープ

LED)(黄色) 
ピン 1 ： LED 正極(+) 
ピン 2 ： LED 負極(-) 

NC (紫) NC 
 

メ ッセージ LED/電
源/スリープ LED 

IDE ハードディスク

動作表示 LED 

電 源 ス イ

ッチ  

リセッ トスイッチ  

スピーカーコ

ネクタ  
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13) PWR_LED 
 PWR_LED はシステム電源表示ランプに接続してシステムのオン /オフを表示します。

システムがサスペンドモードになると点滅します。2 色 LED をご使用の場合は、電源

LED は別の色に点灯します。  
 

 
 
 
 
14) RAM_LED 
 RAM_LED がオンの場合に、 メモリモジュールを取り去らないで く ださい 。スタン ド

バイ電圧によりシ ョー トや予期せぬ破損を招く恐れがあります。AC 電源コードが接
続されていない場合のみ、メモリモジュールを取り外して ください。  

 

 

ピン 
番号 

定義 

1 MPD+ 
2 MPD- 
3 MPD- 

 



 

 - 29 - ハードウェアのインストール手順 
 

日
本
語

日
本
語

日
本
語

日
本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

15) F_AUDIO (フロン トオーディオコネフロン トオーディオコネフロン トオーディオコネフロン トオーディオコネクタクタクタクタ ) 
 フロン トオーディオコネクタを使用する場合は、5-6 、9-10 番ジャンパーを外す必要

があります。  
フロン トオーディオヘッダーを利用するには、お持ちのシャーシにフロン トオーデ

ィオコネクタが装備されている必要があります。また 、ケーブルのピン配列がフロ

ンオーディオヘッダーのピン配列と同じであることをご確認 ください 。お買い求め

のシャーシがフロン トオーディオコネクタを装備しているかどうかは、お買い上げ

店にお確かめ ください 。サウンド再生にはフロン トオーディオコネクタと リアオー

ディオコネクタが同様に使用可能です。  
 

 
 
 
 
16) SUR_CEN (サラウンドセンターコネクタサラウンドセンターコネクタサラウンドセンターコネクタサラウンドセンターコネクタ ) 
 オプシ ョン装備の SUR_CEN ケーブルは最寄の販売店にお問い合わせ下さい。  
 

 

ピン 
番号 

定義 

1 MIC 
2 GND 
3 MIC_BIAS 
4 電源 
5 フロン トオーデ ィ

オ(R) 
6 リアオーディオ(R) 
7 NC 
8 ピンなし  
9 フロン トオーデ ィ

オ(L) 
10 リアオーディオ(L) 

ピン 
番号 

定義 

1 SUR OUTL 
2 SUR OUTR 
3 GND 
4 ピンなし  
5 CENTER_OUT 
6 BASS_OUT 
7 AUX_L 
8 AUX_R 
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17) SPDIF_IO (SPDIF 入入入入/出力コネクタ出力コネクタ出力コネクタ出力コネクタ ) 
 SPDIF 出力はデジタルオーディオを外部スピーカに、または圧縮された AC3 資料を外

部のDolby Digitalデコーダに提供することができます。お手持ちのステレオシステムは

デジタル入力機能を対応できるのみ、この機能を使用します。お手持ちのデバイス

はデジタル出力機能を対応できるのみ、SPDIF 入力機能を使用します。SPDIF_IO コネ

クタの極性を注意して ください 。 SPDIF ケーブルを接続する場合は、ピン配列を注意

深く確認して ください 。ケーブルとコネクタの間の不正な接続はデバイスが使用不

能になり 、壊れる恐れがあります。オプシ ョンの SPDIF ケーブルには地元の販売代理

店から購入して ください 。 
 

 
 
 
 
18) CD_IN (CD 入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ ) 
 CD-ROM または DVD-ROM のオーディオ出力はこのコネクタに接続します。 
 

ピン 
番号 

定義 

1 電源 
2 ピンなし  
3 SPDIF 
4 SPDIFI 
5 GND 
6 GND 

 

ピン 
番号 

定義 

1 CD-L 
2 GND 
3 GND 
4 CD-R 
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19) F_USB1 / F_USB2 (フロン トフロン トフロン トフロン ト USB コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 
 フロン ト USB コネクタの極性にご注意ください。フロン ト USB ケーブルの接続にはピ

ン配列をご確認 ください 。ケーブルとコネクタ間での誤った接続はデバイスの動作
不能や故障の原因となります。オプシ ョン装備のフロン ト USB ケーブルのお求めに
は地元の販売店にお問い合わせください。  

 

 
 
 
20) F1_1394 / F2_1394 (フロン トフロン トフロン トフロン ト IEEE1394 コネクタコネクタコネクタコネクタ ) 
 電気電子技術者協会により定められたシリアルインタフ ェース規格で、高速、高バ

ンド幅およびホッ トプラグ機能を備えています。 IEEE1394 コネクタの極性にご注意く
ださい。 IEEE1394 ケーブルの接続にはピン配列をご確認ください。ケーブルとコネク
タ間での誤った接続はデバイスの動作不能や故障の原因となります。オプシ ョン装
備の IEEE1394 ケーブルには地元の代理販売店にお問い合わせください。  
 

 

ピン 
番号 

定義 

1 電源 
2 電源 
3 USB Dx- 
4 USB Dy- 
5 USB Dx+ 
6 USB Dy+ 
7 GND 
8 GND 
9 ピンなし  
10 NC 

 

ピン 
番号 

定義 

1 電源 
2 電源 
3 TPA0+ 
4 TPA0- 
5 GND 
6 GND 
7 TPB0+ 
8 TPB0- 
9 電源 
10 電源 
11 TPA1+ 
12 TPA1- 
13 GND 
14 ピンなし  
15 TPB1+ 
16 TPB1- 

ピン 
番号 

定義 

1 TPA2+ 
2 TPA2- 
3 GND 
4 GND 
5 TPB2+ 
6 TPB2- 
7 ピンなし  
8 電源 
9 電源 
10 GND 
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21) IR_CIR 
 IR デバイス上のピン 1 とコネクタ上のピン 1 位置が合っていることを確認して くださ

い。ボード上の IR 機能を使用する場合は、オプシ ョンの IR モジュールが必要となり

ます。 IR コネクタの極性にご注意ください 。 IR ケーブルの接続にはピン配列をご確認

く だ さい 。ケーブルとコネクタ間での誤った接続はデバイスの動作不能や故障の原

因となります。オプシ ョンの IR ケーブルには地元の販売店にお問い合わせ くださ

い。 
 

 
 
 
22) GAME (ゲームコネクタゲームコネクタゲームコネクタゲームコネクタ ) 
 このコネクタはジ ョイステ ィ ック 、MIDI キーボードおよびその他関連オーディオデバ

イスをサポートしています。ゲームケーブルを接続の際は、ピン配列にご注意くだ

さい 。オプシ ョン装備のゲームケーブルは最寄の販売店にお問い合わせ下さい。 
 

 

ピン 
番号 

定義 

1 電源(+5V) 
2 ピンなし  
3 IR データ入力 
4 GND 
5 IR データ出力 

 

ピン 
番号 

定義 

1 電源 
2 GRX1_R 
3 GND 
4 GPSA2 
5 電源 
6 GPX2_R 
7 GPY2_R 
8 MSI_R 
9 GPSA1 
10 GND 
11 GPY1_R 
12 電源 
13 GPSB1 
14 MSO_R 
15 GPSB2 
16 ピンなし  
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23) INFO_LINK 
 このコネクタは幾つかの外部デバイスを接続することにより 、 追加機能を提供でき

ます。外部デバイスを接続の際は、ピン配列にご注意ください。 
 

 
 
 
 
24) CLR_CMOS (CMOS クリアクリアクリアクリア ) 
 このジャンパーにより 、CMOS データをク リアしてデフォル ト値に復元できます。

CMOS のクリアには一時的に 1-2 番ピンをシ ョー ト させます。デフォルトではジャン

パーの不適切な使用を防ぐ“シャンター(shunter)”はありません。 
 

 
 

ピン 
番号 

定義 

1 SMBCLK 
2 電源 
3 SMBDATA 
4 GPIO 
5 GND 
6 GND 
7 ピンなし  
8 NC 
9 +12V 
10 +12V 

 

オープン ：通常 
 
 

クローズ ：CMOS クリア
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25) BATTERY 
 

注意注意注意注意 
 

 バッテリーの交換を間違えると爆発の危

険があります。  
 メーカー推奨と同一のタイプの物と交換

して ください 。  
 使用済みバッテリーはメーカーの指示に

従って廃棄して ください 。  
 
CMOS 内容を消去するには… 
1. コンピュータをオフにし 、電源コードの

プラグを外します。  
2. バッテリーを外して 、30秒放置します。

3. バッテリーを入れなおします。  
4. 電源コードのプラグを差し 、コンピュー

タをオンにします。  
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第第第第 3 章章章章 BIOS のセッ トアップのセッ トアップのセッ トアップのセッ トアップ  
 
BIOS のセッ トアップでは BIOS セッ トア ッププログラムの概要を説明します。プログラム

により 、ユーザーは基本システム設定を変更できます。このタイプのデータはバッテリ

ーバック (battery-backed)付き CMOS RAM に保存されるので、電源をオフにしてもセッ トア

ップデータは保たれます。  
 
セッ トア ップの起動セッ トア ップの起動セッ トア ップの起動セッ トア ップの起動 
コンピュータをオンにし 、すぐに<Del>を押すと 、セッ トアップが起動されます。BIOS の

詳細設定が必要な場合は、 “Advanced BIOS”設定メニューに移って く ださい。Advanced BIOS
設定メニューは BIOS 画面で“Ctrl+F1”キー操作で表示されます。  
 
制御用キー制御用キー制御用キー制御用キー 
<↑> 前の項目に進む 
<↓> 次の項目に進む 
<←> 左側の項目に移る 
<→> 右側の項目に移る 
Enter 項目の選択 
<Esc> メインメニュー－CMOS Status Page Setup Menu と Option Page Setup Menu を変更

せずに終了－現在のページを終了し 、 メインメニューに戻る 
<+/PgUp> 数値を増加または変更 
<-/PgDn> 数値を減少または変更 
<F1> 一般のヘルプ、Status Page Setup Menu および Option Page Setup Menu のみを対象 
<F2> 項目のヘルプ 
<F3> 予備 
<F4> 予備 
<F5> CMOS を前の CMOS 設定に戻す、Option Page Setup Menu のみを対象 
<F6> BIOS デフォルトテーブルから安全なデフォルト CMOS 設定値をロード  
<F7> 最適デフォルト値をロード  
<F8> デュアル BIOS/Q-Flash ユーティリティ  
<F9> システム情報 
<F10> CMOS 変更を全て保存、メインメニューのみを対象 
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メ イン メニューメインメニューメインメニューメインメニュー  
ハイライ ト表示された設定機能のオンライン説明がスクリーン下部に表示されます。  
Status Page Setup メニューメニューメニューメニュー/Option Page Setup メニューメニューメニューメニュー  
F1 を押すとハイライ ト表示された項目に使用可能なキーおよび可能な選択内容が小さな

ウィンドウに表示されます。ヘルプウィンドウを閉じるには<Esc>を押します。  
    

メイン メニューメインメニューメインメニューメインメニュー 
(例例例例 ：：：：GA-K8V Ultra-939 BIOS Ver.: E1) 
 

 
 

必要な設定項目が見当たらない場合は、 “Ctrl+F1”を押して詳細設定を展開して く

ださい。    

 

 

Standard CMOS Features 
この設定ページには標準互換 BIOS 内の項目全部が含まれています。  
Advanced BIOS Features 
この設定ページには Award 専用拡張機能の項目全部が含まれています。  
Integrated Peripherals 
この設定ページにはオンボードペリフ ェラル項目が全て含まれています。  
Power Management Setup 
この設定ページには節電機能関連項目が全て含まれています。  
PnP/PCI Configurations 
この設定ページには PCI およびプラグアンドプレイ ISA リソースの設定項目が全て含

まれています。  
PC Health Status 
この設定ページは、システムにより自動検出された温度、電圧、 フ ァン速度が表示

されます。  

 
注 
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Frequency/Voltage Control 
この設定ページは CPU クロックおよびクロックレシオを調節するものです。  
Top Performance 
システム性能を最大化したい場合は、 “Top Performance”を有効に設定して ください 。  
Load Fail-Safe Defaults 
Fail-Safe Defaults はシステムが安定動作する設定値を表示します。  
Load Optimized Defaults 
Optimized Defaults はシステムが最良の性能で動作する設定値を表示します。  
Set Supervisor Password 
パスワードの変更、設定、無効化を行います。これでシステムおよびセッ トア ップ 、

またはセッ トアップのみへのアクセスを制限します。  
Set User Password 
パスワードの変更、設定、無効化を行います。これでシステムへのアクセスを制限

します。  
Save & Exit Setup 
CMOS 設定値を CMOS に保存し、セッ トアップを終了します。  
Exit Without Saving 
CMOS 設定値を全てキャンセルし、セッ トアップを終了します。  
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Standard CMOS Features    

 

Date 
日付のフォーマッ トは<曜日>、<月>、<日>、<年>です。  

 Week 日曜から土曜までの曜日は BIOS で設定され、表示用のみです 
 Month 月は 1 月から 12 月までです。  
 Day 日は 1 から 31 (またはその月に存在する日数)までです 
 Year 年は 1999 から 2098 までです 

Time 
時刻のフォーマッ トは<時> <分> <秒>です。時刻は 24 時間制です。例えば午後 1 時は
13:00:00 となります。  
IDE Primary Master, Slave / IDE Secondary Master, Slave 
IDE Channel 0 Master/Slave; IDE Channel 1 Master/Slave; IDE Channel 2/3 Master 

 IDE HDD Auto-Detection 自動デバイス検出を行うため、 “Enter”を押してこのオプション
を選択します。  

 IDE Channel 0 Master/Slave; IDE Channel 1 Master/Slave; IDE Channel 2/3 Master IDE および
SATA デバイスセッ トアップ 。3 つの方法の中から 1 つを選択して く ださい ：  
• Auto POST 中に、BIOS が IDE デバイスを自動検出することを可能にしま

す。 (デフォルト値) 
• None IDE デバイスを使用していない場合は、これを選択して ください 。

システムは、自動検出手順をスキップし 、よ り速いシステム起動
が可能となります。  

• Manual ユーザは、手動で正しい設定を入力することができます。  
 Access Mode ハードドライブのアクセス ・モードを設定します。4 つのオプショ

ンは以下の通りです。CHS/LBA/Large/Auto (デフォルト ： Auto) 
ハード ドライブ情報は、 ドライブケースの外側にラベルされています。この情報に
基づき、適切なオプションを入力して ください 。  

 Cylinder シリンダ数 
 Head ヘッド数 
 Precomp ライ ト ・ プ リコンペンセーション  
 Landing Zone ランディングゾーン 
 Sector セクタ数 

ハードデ ィスクがインス トールされていない場合は NONE を選び、 <Enter>を押しま
す。  
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Drive A / Drive B 
この項目はコンピュータにインストールされたフロッピードライブ A またはドライブ

B のタイプを設定します。  
 None フロッピードライブはインストールされていません。  
 360K, 5.25” 5.25 インチ PC 内蔵標準ドライブ；容量は 360K バイト 。  
 1.2M, 5.25” 5.25 インチ AT タイプ高密度ドライブ ；容量は 1.2M バイト 。  

(3 モードが有効の場合は 3.5 インチ) 。  
 720K, 3.5” 3.5 インチ両面ドライブ ；容量は 720K バイト 。  
 1.44M, 3.5” 3.5 インチ両面ドライブ ；容量は 1.44M バイト 。  
 2.88M, 3.5” 3.5 インチ両面ドライブ ；容量は 2.88M バイト 。  

Floppy 3 Mode Support (for Japan Area) 
 Disabled 通常のフロッピードライブ 。 (デフォルト値) 
 Drive A ド ライブ A は 3 モードフロッピードライブです。  
 Drive B ド ライブ B は 3 モードフロッピードライブです。  
 Both ド ライブ A および B は 3 モードフロッピードライブです。  

Halt on 
この項目で電源投入時にエラー検出があった場合に、コンピュータを停止するかど

うかを決定します。  
 No Errors システム起動時にエラー検出があって表示されても 、続行しま

す。  
 All Errors BIOS が重大ではないエラーを検出しても 、システムは停止しま

す。  
 All, But Keyboard システム起動はキーボードエラーでは続行しますが、それ以外の

エラーでは停止します。 (デフォルト値 ) 
 All, But Diskette システム起動はディスクエラーでは続行しますが、それ以外のエ

ラーでは停止します。  
 All, But Disk/Key システム起動はキーボードエラーまたはディスクエラーでは続行

しますが、それ以外のエラーでは停止します。  
Memory 
この項目は表示のみで、BIOS の POST (電源起動時セルフテスト )によって判断されま

す。  
 Base Memory 

BIOSのPOSTはシステムにインストールされているベース(コンベンショナル)メモ

リ容量を検出します。  
ベースメモリ容量は通常 512K 搭載のマザーボードではシステム用に 512K で、

640K 以上搭載のマザーボードではシステム用に 640K となります。  
 Extended Memory 

BIOS は POST 中に拡張メモリ容量を検出します。  
これは CPU メモリアドレスマップ上で 1MB バイト以上に位置する容量です。  

 Total Memory 
このアイテムは使用したメモリ容量を表示します。  
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Advanced BIOS Features 

 

Hard Disk Boot Priority 
オンボード (またはアドオンカード )の SCSI、RAID 等の起動順序を指定します。  
デバイス選択には<↑>または<↓>を使用し 、 リス ト内は<+>で上方に移動また<->で下

方に移動します。  
<ESC>を押すとこのメニューを終了します。  
First / Second / Third Boot Device 

 Floppy 起動用デバイスの優先順位でフロッピーを指定します。  
 LS120 起動用デバイスの優先順位で無効を指定します。  
 Hard Disk 起動用デバイスの優先順位でハードデ ィスクを指定します。  
 CDROM 起動用デバイスの優先順位で CDROM を指定します。  
 ZIP 起動用デバイスの優先順位で ZIP を指定します。  
 USB-FDD 起動用デバイスの優先順位で USB-FDD を指定します。  
 USB-ZIP 起動用デバイスの優先順位で USB-ZIP を指定します。  
 USB-CDROM 起動用デバイスの優先順位で USB-CDROM を指定します。  
 USB-HDD 起動用デバイスの優先順位で USB-HDD を指定します。  
 LAN 起動用デバイスの優先順位で LAN を指定します。  
 Disabled この機能を無効にします。  

Password Check 
 System プロンプ ト時に正しいパスワードが入力されない場合は、システ

ムは起動せず、セッ トアップ画面も表示できません。  
 Setup プロンプ ト時に正しいパスワードが入力されない場合は、システ

ムは起動しますが、セッ トアップ画面は表示できません。  
(デフォルト値) 
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Integrated Peripherals 

 
IDE DMA transfer access 

 Enabled IDE DMA データ転送アクセスを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  

OnChip IDE Channel 0 
 Enabled オンボードのプライマリチャンネル IDE のポートを有効にします。

(デフォルト値) 
 Disabled オンボードのプライマリチャンネル IDE のポートを無効にします。  

OnChip IDE Channel 1 
 Enabled オンボードのセカンダリチャンネル IDE のポートを有効にします。

(デフォルト値) 
 Disabled オンボードのセカンダリチャンネル IDE のポートを無効にします。  

OnChip Serial ATA 
 Enabled VT8237/VT8237Rのシリアル ATAサポートを有効にします。(デフォルト値) 
 Disabled VT8237/VT8237R のシリアル ATA サポートを無効にします。  
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SATA Mode 
 RAID オンボードシリアル ATA 機能を RAID として設定します。  

(デフォルト値) 
 IDE オンボードシリアル IDE 機能を ATA として設定します。  

AC97 Audio 
 Auto AC’97 オーディオ機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled この機能を無効にします。  

VIA Onboard LAN 
 Enabled オンボード LAN 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled オンボード LAN 機能を無効にします。  

USB 1.1 Controller 
USB デバイスを使用しない場合、 USB 1.1 ホストコン トローラを無効にします。  

 Enabled USB 1.1 コン トローラを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled USB 1.1 コン トローラを無効にします。  

USB 2.0 Controller 
高速 USB デバイスを使用しない場合、USB 2.0 ホストコン トローラを無効にします。  

 Enabled USB 2.0 コン トローラを有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled USB 2.0 コン トローラを無効にします。  

USB Keyboard Support 
 Enabled USB キーボードサポートを有効にします。  
 Disabled USB キーボードサポートを無効にします。 (デフォルト値) 

USB Mouse Support 
 Enabled USB マウスサポートを有効にします。  
 Disabled USB マウスサポートを無効にします。 (デフォルト値) 

Onboard H/W LAN 
 Enabled オンボード LAN 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled オンボード LAN 機能を無効にします。  

Onboard H/W 1394 
 Enabled IEEE1394 機能を有効にします。 (デフォルト値) 
 Disabled IEEE1394 機能を無効にします。  

Onboard H/W Serial ATA 
 Enabled オンボードのシリアル ATA サポートを有効にします。 (デフォルト

値) 
 Disabled Serial ATA サポートを無効にします。  

Serial ATA Function 
 RAID オンボードシリアル ATA チップの機能を RAID として選択します。

(デフォルト値) 
 BASE オンボードシリアル ATA チップの機能をベースとして選択しま

す。  
GigaBit LAN Boot ROM 
この機能で、オンボード LAN チップのブート ROM を起動するかどうか設定します。
(RTL8110S) 

 Enabled この機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

On-Chip LAN Boot ROM 
この機能で、オンボード LAN チップのブート ROM を起動するかどうか設定します。
(RTL8201) 

 Enabled この機能を有効にします。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
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Onboard Serial Port 1 
 Auto BIOS は自動的に 1 番ポートアドレスを設定します。  
 3F8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 3F8/IRQ4 に

設定します。 (デフォルト値) 
 2F8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 2F8/IRQ3 に

設定します。  
 3E8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 3E8/IRQ4 に

設定します。  
 2E8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 2E8/IRQ3 に

設定します。  
 Disabled オンボードシリアルポート 1 番を無効にします。  

Onboard Serial Port 2 
 Auto BIOS は自動的に 2 番ポートアドレスを設定します。  
 3F8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 3F8/IRQ4 に

設定します。  
 2F8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 2F8/IRQ3 に

設定します。 (デフォルト値) 
 3E8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 3E8/IRQ4 に

設定します。  
 2E8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ドレスを 2E8/IRQ3 に

設定します。  
 Disabled オンボードシリアルポート 2 番を無効にします。  

UART Mode Select 
この項目でオンボード I/O チップの赤外線(IR)機能の設定を行います。  

 Normal オンボード I/O チップを標準シリアルポート使用として設定します。
(デフォルト値) 

 IrDA オンボード I/O チップ UART を IrDA モードに設定します。  
 ASKIR オンボード I/O チップ UART を ASKIR モードに設定します。  

UR2 Duplex Mode 
この機能は“UART モード選択”がノーマル以外のときに有効です。  

 Half  IR 機能半二重通信。(デフォルト値 ) 
 Full IR 機能全二重通信。 

Onboard Parallel Port 
 378/IRQ7 オンボード LPT ポートを有効にし、ア ドレスを 378/IRQ7 に設定しま

す。 (デフォルト値) 
 278/IRQ5 オンボード LPT ポートを有効にし、アドレスを 278/IRQ5に設定します。  
 3BC/IRQ7 オンボード LPTポートを有効にし、アドレスを 3BC/IRQ7に設定します。  
 Disabled オンボード LPT ポートを無効にします。  

Parallel Port Mode 
 SPP パラレルポートを標準パラレルポートとして使用します。  

(デフォルト値) 
 EPP パラレルポートを拡張パラレルポートとして使用します。  
 ECP パラレルポートを拡張機能ポートとして使用します。  
 ECP+EPP パラレルポートを ECP および EPP モードで使用します。  

Game Port Address 
 201 ゲームポートアドレスを 201 に設定します。 (デフォルト値) 
 209 ゲームポートアドレスを 209 に設定します。  
 Disabled この機能を無効にします。  

Midi Port Address 
 300  MIDI ポートアドレスを 300 に設定します。  
 330 MIDI ポートアドレスを 330 に設定します。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 

Midi Port IRQ 
 5 MIDI ポートの IRQ を 5 に設定します。  
 10 MIDI ポートの IRQ を 10 に設定します。 (デフォルト値) 
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Power Management Setup 

 
ACPI Suspend Type 

 S1 (POS) ACPI サスペンドの種類を S1/POS (Power On Suspend)に設定します。
(デフォルト値) 

 S3 (STR) ACPI サスペンドの種類を S3/STR (Suspend To RAM)に設定します。  
USB Device Wake-Up From S3 

 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enable USB デバイスによる S3 サスペンド タイプからのシステムウェイク

アップを有効にします。  
Soft-Off by PWR-BTTN 

 Instant-off 電源ボタンを押すと 、すぐ電源をオフにします。 (デフォルト値) 
 Delay 4 Sec. 電源ボタンを 4 秒以上押し続けると 、電源オフになります。ボタン

押す時間が 4 秒間未満の場合、サスペンドモードに入ります。  
AC BACK Function 

 Soft-Off AC 復帰の時は常にオフにします。 (デフォルト値) 
 Memory 電源のオン/オフは AC 停電直前の状態に依存します。  
 Full-On AC 復帰の時は常にオンにします。  

Keyboard Power On 
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Password キーボード電源オン機能のパスワードを 1-5 文字で入力して くださ

い。  
 Keyboard 98 “POWER”ボタンがキーボードにある場合は、そのキーを押すとシス

テム電源がオンになります。  
Mouse Power On 

 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enable マウスイベン トによりシステム電源をオンにします。  

PME Event Wake Up 
 Disabled この機能を無効にします。  
 Enable PME をウェイクアップイベン ト と して使用可能にします。 (デフォ

ルト値) 
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Modem Ring On 
モデム経由の着信でサスペンド状態からシステムを復帰させます。  

 Disabled モデムリングオン機能を無効にします。  
 Enabled モデムリングオン機能を有効にします。 (デフォルト値) 

Resume by Alarm 
“Resume by Alarm”項目の“設定”で、入力した日付/時刻にシステム電源がオンになりま

す。  
 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enabled アラーム機能を有効にすることで、電源オンにします。  

RTC アラームによる電源オンが有効の場合。  
アラーム日付(月) ：  毎日、1~31 
アラーム時刻(hh:mm:ss) ：  (0~23) : (0~59) : (0~59) 
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PnP/PCI Configurations 

 
PCI 1/5 IRQ Assignment 

 Auto PCI 1/5 へ IRQ を自動的に割当てます。 (デフォルト値) 
 3, 4, 5, 7, 9, 10, 11, 12, 14, 15 PCI 1/5に IRQ 3、4 、5 、7 、9 、10 、 11、12 、14 、15 を割当

てます。  
PCI 2 IRQ Assignment  

 Auto PCI 2 へ IRQ を自動的に割当てます。 (デフォルト値) 
 3, 4, 5, 7, 9, 10, 11, 12, 14, 15 PCI 2 に IRQ 3、4 、5 、7 、9 、10 、11、12 、14 、15 を割当

てます。  
PCI 3 IRQ Assignment 

 Auto PCI 3 へ IRQ を自動的に割当てます。 (デフォルト値) 
 3, 4, 5, 7, 9, 10, 11, 12, 14, 15 PCI 3 に IRQ 3、4 、5 、7 、9 、10 、11、12 、14 、15 を割当

てます。  
PCI 4 IRQ Assignment 

 Auto PCI 4 へ IRQ を自動的に割当てます。 (デフォルト値) 
 3, 4, 5, 7, 9, 10, 11, 12, 14, 15 PCI 4 に IRQ 3、4 、5 、7 、9 、10 、11、12 、14 、15 を割当

てます。  
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PC Health Status 

 

Current Voltage (V) Vcore / DDR25V / +3.3V / +12V 
 システム電圧状態を自動検出します。  

Current CPU Temperature 
 CPU 温度を自動検出します。  

Current CPU/SYSTEM FAN Speed (RPM) 
 CPU/システムファン速度状態を自動検出します。  

CPU/SYSTEM FAN Fail Warning 
 Disabled CPU/システムのファン故障警告機能を無効にします。  

(デフォルト値) 
 Enabled CPU/システムのファン故障警告機能を有効にします。  

CPU Smart FAN Control 
 Disabled この機能を無効にします。  
 Enabled CPU スマートファン制御機能を有効にします。 (デフォルト値) 

a. CPU 温度が摂氏 60 度を超えると、CPU ファンは高速回転しま

す。  
b. CPU 温度が摂氏 50~60 度になると、CPU ファンは高速回転しま

す。  
c. CPU 温度が摂氏 40~50 度になると、CPU ファンは中速回転しま

す。  
d. CPU温度が摂氏 40度以下になると、CPU ファンは低速回転しま

す。  
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Frequency/Voltage Control 

 

 
注意注意注意注意 

間違った使用はシステムの故障の原因となります。パワーユーザーのみ操作して

くだ さい！ 

K8 CPU Clock Ratio 
 Default K8 CPU Clock Ratio をCPU出荷時のデフォルト値に設定しま

す。 (デフォルト値) 
 x4 800 Mhz ~ x20 4000Mhz K8 CPU Clock Ratio を x4 800Mhz ~ x20 4000Mhz に設定しま

す。  
Auto Detect PCI/DIMM CLK 

 Enabled PCI/DIMM クロック自動検出機能を有効にします。  
(デフォルト値) 

 Disabled この機能を無効にします。  
CPU Clock 

 200MHz ~ 255MHz CPU ホストクロックを 200MHz から 255MHz の間に設定し

ます。  
CPU Voltage Control 

 調整可能な CPU Vcore 0.800V から 1.700V(0.025V 刻み)に対応。  
(デフォルト値 ： ノーマル) 

Normal CPU Vcore 
 CPU Vcore 電圧を表示します。  

AGP OverVoltage Control 
 Auto AGP 電圧を AGP の標準に設定します。 (デフォルト値) 
 +0.1V, +0.2V AGP電圧範囲をユーザー設定にしたがって増大させます。 

DIMM OverVoltage Control 
 Auto DIMM 電圧をモリモジュール標準に設定します。  

(デフォルト値) 
 +0.1V, +0.2V  DIMM 電圧範囲をユーザー設定にしたがって増大させま

す。  
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Top Performance 

 
システム性能を最大化したい場合は、 “Top Performance”を有効に設定して ください 。  

 Disabled この機能を無効にします。 (デフォルト値) 
 Enabled 最高性能を有効にします。  

“Top Performance”はハードウェア作業速度を高めます。異なるシステム設定(ハードウェア

コンポーネントと OS)が結果に影響します。例えば、同じハードウェア設定でも Windows 
XP では正し く作動せず、Windows NT ではスムーズに作動することがあります。このため、

システム性能が優れないと 、信頼性または安定性に問題が生じることがあります。この

場合はこのオプションを無効にすることを推奨します。  
 
 
 

Load Fail-Safe Defaults 

 

Fail-Safe defaults はシステムパラメータの最適値で構成され、システムに最低限の性能で動

作します。  
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Load Optimized Defaults 

 
この設定を選択すると 、BIOS の出荷時デフォルト値およびシステムが自動検知するチッ

プセッ ト機能がロードされます。  
 
 

Set Supervisor/User Password 

 
この機能を選択すると 、画面中央に以下のメッセージが表示され、パスワード作成

のヒン トを提供します。  
最大 8 文字のパスワードをキー入力し、<Enter>を押します。パスワードの確認を求め

られます。パスワードを再度キー入力し 、<Enter>を押します。<Esc>を押すと設定は中断
され、パスワード入力を中止します。  

パスワードを無効にするには、パスワード入力を求められた時点で<Enter>を押しま
す。 “パスワードが無効になりました”という メ ッセージが表示され、パスワード無効を確
認します。パスワードが無効になると 、システムが起動し 、いつでもセッ トア ップが可
能となります。  

BIOS セッ トアッププログラムには異なる 2 つのパスワードが使用できます。  
SUPERVISOR PASSWORD および USER PASSWORD です。無効にすると 、誰でも BIOS セ

ッ トア ッププログラム機能が使用できます。有効にすると 、BIOS セッ トアッププログラ
ムの設定欄全てを表示するには管理者パスワード 、基本項目のみ表示するにはユーザー
パスワードの入力が必要となります。  

詳細 BIOS 機能メニュー内の“Password Check”で“System”を選ぶと、システム再起動のた
びまたはセッ トアップに入るたびに、パスワード入力が要求されます。  

詳細 BIOS 機能メニュー内の“Password Check”で“Setup”を選ぶと 、セットア ップに入ると
きのみパスワード入力が要求されます。  
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Save & Exit Setup 

 

“Y”を入力すると 、ユーザー設定値を RTC CMOS に保存し、セッ ト アップユーティリテ ィ

を終了します。  
“N”を入力すると 、セッ トアップユーティリテ ィに戻ります。  
 
 
 
 
 

Exit Without Saving 

 

“Y”を入力すると 、ユーザー設定値を RTC CMOS に保存せずにセットア ップユーティ リテ

ィ を終了します。  
“N”を入力すると 、セッ トアップユーティリテ ィに戻ります。  
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第第第第 4 章章章章 技術情報技術情報技術情報技術情報 
 

@BIOS™紹介紹介紹介紹介 
 
Gigabyte がががが@BIOS を発表しますを発表しますを発表しますを発表します    

Windows BIOS ライブアップデートユーティ リテ ィライブアップデートユーティ リテ ィライブアップデートユーティ リテ ィライブアップデートユーティ リテ ィ  
 

 
 

BIOS 更新をご自分で行ったこ と がおありです

か？または BIOS は何かは知っていても更新する

のは躊躇する 、大勢の一人かもしれません？理

由としては、最新の BIOS への更新は不必要であ

ると感じたり 、実際の更新方法がわからない、

などがあります。  
 

または一般とは異なり 、BIOS 更新の経験が豊富で、多 くの時間を費やしておられるかも

しれません。当然、これを頻繁に行うことはお望みではないでしょ う 。まず個々の BIOS
をウェブサイ トからダウンロードし 、オペレーティングシステムを DOS モードにします。

それから個々のフラッシュユーティ リテ ィを使って BIOS を更新します。これらのプロセ

スは面白い作業ではありません。さらに 、BIOS の誤った更新では悪夢となりますから、

BIOS ソースコードはディスクに注意して保存する必要があります。  
確実に、皆さんはマザーボードベンダーがなぜ面倒な BIOS 更新操作の時間と労力を省く

何かいい方法を考え出さないのか、いぶかし く思っておられるでしょ う？ここでは実現

したのです！ここで Gigabyte は初の Windows BIOS ライブアップデートユーティ リテ ィであ

る@BIOS を発表いたします。これはスマートな BIOS 更新用のソフトウェアです。これで

BIOS はインターネッ ト経由でダウンロードおよび更新が行われます。他の BIOS 更新ソフ

トウェアとは異なり 、これは Windows ユーティリテ ィです。 “@BIOS”のおかげで、BIOS 更

新はクリックひとつで OK です。  
さらに 、ご使用のマザーボードがいずれの Gigabyte 製品*であっても@BIOS が BIOS のメン

テナンスを行います。当ユーティ リテ ィはご使用のマザーボードのモデルを正確に検知

し 、それに合った BIOS を選択します。それから BIOS が最寄の Gigabyte の ftp サイトから自

動的にダウンロードされます。ここで幾つかの方法が選択可能です。 “ Internet Update”を利

用して BIOS のダウンロードと更新を直接行うこともできます。または、現在の BIOS のバ

ックアップを保存したい場合は“Save Current BIOS”を選んで先に保存することもできます。

Gigabyteの@BIOS を利用してお持ちのBIOS更新をスマートに行えます。 これで誤った BIOS
更新の心配は無くなり 、BIOS のメンテナンスと管理が容易になります。Gigabyte は画期的

な製品により 、マザーボード業界において再び里程標を打ち立てました 。  
このすばらしいソフ トウェアの費用はどれほどでしょ うか？信じられません！無料なの

です！Gigabyte 製マザーボードをお買い求めになると 、付属のドライバ CD 内にこの画期

的ソフ トウェアが収録されています。ただし 、Gigabyte @BIOS からのインターネッ ト BIOS
更新には、まずインターネッ ト接続が必要であることをお忘れなく 。
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Dual Power System-Gold (DPS-Gold)の紹介の紹介の紹介の紹介* 
 

 

DPS Gold－－－－DPS-Gold (Dual Power System-Gold)
は、オンボードの 6 フェーズ電源回路であり 、シ

ステム安定性を高めるため、より耐久性にすぐれ

安定した電源回路をCPUに提供することを目的と

しています。追加の 3 フェーズ電源回路 DPVRM 
(Dual Power Voltage Regulator Module)により 、プラ ッ  

ト フォームは最大 150A の大電流に有効に対処することができます。新世代の DPS-Gold は

VRM10 仕様に基づいて設計されており 、最新の Intel P4 Prescott プロセッサに対応可能で

す。  
 
 
 
 
 
Dual Power System-Gold の操作モード ：  
 
パラレルモードパラレルモードパラレルモードパラレルモード ：：：：  

DPS-Gold およびオンボード電源回路が同時に作動し、合計 6 フェーズの電源回路を提

供します。電源回路の一つが故障しても残りの電源回路がメイン電源回路として作

動を続けます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
“*” GA-K8VNXP-939 のみ。 

6 フェーズの電源フェーズの電源フェーズの電源フェーズの電源 
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BIOS のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明 
 
方法方法方法方法 1 ：：：：デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS / Q-Flash をサポートをサポートをサポートをサポート  
 
A. Dual BIOS 技術って何技術って何技術って何技術って何？？？？ 
デュアル BIOS とは、マザーボードに 2 つのシステム BIOS(ROM)があることを意味し 、1 つ

はメイン BIOS、も う一方がバックアップ BIOS となります。通常、システムはメイン BIOS
で作動します。 メイン BIOS のエラーまたは破損時、システム電源が入っている間はバッ

クアップ BIOS が引き継ぐことができます。そのため、BIOS にまるで何も発生しなかった

かのように、PC が安定して動作することが可能です。  
 
B. Dual BIOS とととと Q-Flash ユーティ リテ ィの使い方はユーティ リテ ィの使い方はユーティ リテ ィの使い方はユーティ リテ ィの使い方は？？？？ 
1) コンピュータの電源をオンにし 、パワーオンセルフテス ト (POST)が開始されたら直ち

に<Del>キーを押し 、AWARD BIOS SETUP に入って ください 。そして 、<F8>を押して

FLASH ユーティリテ ィを起動します。  

 

2) Award Dual BIOS Flash ROM Programming ユーティリテ ィ  
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3) Dual BIOS アイテムの説明 ：  
 Wide Range Protection: Disable (Default), Enable 

状態 1 ：  
メイン BIOSに故障が発生した場合(ESCDの更新失敗、チェックサムエラーやリセッ ト

など ) 、電源が入り 、オペレーショ ンシステムが読み込まれる直前に、Wide Range 
Protection が“Enable”に設定されていると 、PC がバックアップ BIOS から起動します。  
ユーザーがシステムに変更を加えた後、周辺機器カード (SCSI カードや LAN カードな

ど)の ROM BIOS がシステム再起動の要求を発した場合、起動 BIOS はバックアップ

BIOS へ変更されます。  
 Boot From: Main BIOS (Default), Backup BIOS 

状態 1 ：起動する BIOS をメイン BIOS/バックアップ BIOS から選択することできます。  
状態 2 ： どちらかの BIOS が利用できないとき 、本アイテム “Boot From: Main BIOS 
(Default)”は淡色表示になり変更できません。  

 Auto Recovery: Enable (Default), Disable 
2 つの BIOS のどちらかにチェックサムエラーが生じたとき 、エラーでない BIOS が自

動的にエラーの生じた BIOS を回復します。  
(BIOS 設定：Power Management Setup (電源管理セッ トアップ )で ACPI Suspend Type (ACPI
サスペンドの種類)が Suspend to RAM (サスペンドから RAM)のとき 、本項目は自動的に

Enable (有効)になります。 ) 
(BIOS 設定に入りたい場合は、起動画面が表示されたら“Del”キーを押して ください。 ) 

 Halt On Error: Disable (Default), Enable 
BIOS にチェックサムエラーが生じたとき 、またはメイン BIOS にワイドレンジ保護エ

ラー(WIDE RANGE PROTECTION error)が生じたとき 、Halt On Error が Enable に設定されて

いる場合に、PC はシステム起動時にメッセージが表示され、ユーザーの指示を待つ

状態で一時停止します。  
Auto Recovery の場合：Disabled、<or the other key to continue>と表示されます。  
Auto Recovery の場合：Enable、<or the other key to Auto Recover>と表示されます。  

 Keep DMI Data: Enable (Default), Disable 
有効：DMI データは新しい BIOS の書き込みで置き換えられません。 (推奨) 
無効：DIMI データは新しい BIOS の書き込みで置き換えられます。  

 Copy Main ROM Data to Backup 
(ハングアップ ROM から起動のとき 、 “バックアップ ROM データからメインへのコピ

ー”に変更されます) 
オートリカバリーメッセージ ：  

BIOS Recovery: Main to Backup 
メイン BIOS が正常に作動し、自動的にバックアップ BIOS を復元します。  
BIOS Recovery: Backup to Main 
バックアップ BIOS が正常に作動し 、自動的にメイン BIOS を復元します。 (このオー

ト リカバリーユーティ リテ ィはシステムにより自動設定され、ユーザーによる変更

はできません。 ) 
 Load Default Settings 

dual BIOS の既定値を読み込みます。  
 Save Settings to CMOS 

修正した設定を保存します。  
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C. Q-Flash ユーティ リテ ィ とはユーティ リテ ィ とはユーティ リテ ィ とはユーティ リテ ィ とは？？？？ 
 Q-Flash ユーティリテ ィは Pre-OS の BIOS フラッシュユーティ リティです。これにより 、

ユーザはの OS の必要なく 、BIOS モードで BIOS を更新することが可能です。  
 
D. Q-Flash の使い方の使い方の使い方の使い方？？？？ 
フロッピーからフロッピーからフロッピーからフロッピーから メインメインメインメイン BIOS の更新の更新の更新の更新 / フロッピーからバックアップフロッピーからバックアップフロッピーからバックアップフロッピーからバックアップ BIOS の更新の更新の更新の更新 

 A:ドライブに“BIOS”ディスケッ トを入れ、Enter を押すと実行されます。  

 
 Enter を押すと実行されます。  

 
 Enter を押すと実行されます。  

 
これで完了です！フラッシュ操作は完了したのでシステムの再起動を行えます。  
 
メインメインメインメイン BIOS をフロッピーに保存をフロッピーに保存をフロッピーに保存をフロッピーに保存 / バックアップバックアップバックアップバックアップ BIOS をフロッピーに保存をフロッピーに保存をフロッピーに保存をフロッピーに保存 

 A:ドライブにフロッピーディスクを入れ、Enter を押すと実行されます。  

 
これで保存が完了です。  
 
制御用制御用制御用制御用キーキーキーキー 
<PgDn/PgUp> 変更 
<↑> 前の項目に進む 
<↓> 次の項目に進む 
<Enter> 実行 
<Esc> リセッ ト  
<F10> 電源オフ 

 
 

ここの XXXX.XX は BIOS 名称です。  

ファイルに名前を付けます。  
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DualBIOS™テクノロジーのテクノロジーのテクノロジーのテクノロジーの FAQ 

GIGABYTE Technology、システム BIOS2 つ搭載した画期的なデュアル BIOS 技術を発表し

ました 。GIGABYTE から長いシリーズの革新により 、 このマザーボードで最新の“付加価

値”機能が実現されました。今後の GIGABYTE マザーボードに搭載される予定です。  
 

DualBIOS™って何？ 
DualBIOS を搭載した GIGABYTE マザーボードには、2 つの BIOS チップが用意されてい

ます。単純明快に、ひとつを“メイン BOIS”、も うひとつを“バックアップ BIOS”(ホッ トスペ

ア)と呼ぶことにします。 メイン BIOS にエラーが発生すると 、ほぼ自動的にバックアップ

BIOS が作動してシステムが起動されます。ほぼ自動的に、そして時間のロスもな く交換

が行われます！トラブルが BIOS の書き換え失敗であっても 、ウ ィ ルスや致命的なメイン

BIOS チップの破壊などであっても、結果は同じです。バックアップ BIOS がほぼ自動的に

システムを保護して くれます。  

I. 問問問問 ：：：：DualBIOS™技術って何技術って何技術って何技術って何？？？？ 
答答答答 ：：：：  

DualBIOS 技術は Giga-Byte Technology による特許技術です。システム復旧を簡単に、短

時間で実現します。DualBIOS™テク ノロジーは、簡単に言えば 2 つの BIOS (ROM)が 1 つの

マザーボードに統合されている技術です。ひとつはメイン BIOS 、も うひとつはバックア

ップ BIOS です。 メイン BIOS にエラーなど問題が生じたとき 、自動的にバックアップ BIOS
を使ってシステムを起動することができます。PC はメイン BIOS が破壊される前と全 く同

じ状態で作動し、ユーザーは何の変化なく PC を使用することができます。  

II. 問問問問 ：：：：なぜなぜなぜなぜ DualBIOS™テクノロジーの必要性があるのでしょ うテクノロジーの必要性があるのでしょ うテクノロジーの必要性があるのでしょ うテクノロジーの必要性があるのでしょ う？？？？  
答 ：答 ：答 ：答 ：  

現在、BIOS は多くの脅威に直面しています。ウ ィルスの攻撃や BIOS アップデートの

失敗、BIOS の ROM 自体に問題が生じることもあります。  
1. システムの BIOS を攻撃/破壊する新しいコンピュータウイルスが発見されていま

す。これらは BIOS コードを破壊、PC の不安定、または起動できな くなる恐れが

あります。  
2. 電源のロス、変動などが起きたり、ユーザーがシステムをリセッ ト したり 、シス

テム BIOS 更新中に電源が切れたりした場合も、BIOS データが破壊されることが

あります。  
3. また、ユーザーが不当な BIOS ファイルで誤ってメインボードを更新した場合、

システムは正常に起動できない場合があります。このような操作は、操作中や起

動時に PC システムをフリーズさせる原因となります。  
4. フラッシュ ROMの寿命は電気性質により制限されます。最新のPCはプラグ&プレ

イ BIOS を搭載しており 、定期的に更新されるようになっています。頻繁に周辺

機器を変更される場合は、フラッシュ ROM に破損をきたすことがあります。  
Giga-Byte Technology の特許取得済み DualBIOS™技術は、起動時のフリーズや BIOS データの

損失などを最小限にとどめることができます。  
この新技術により BIOS のエラーのためのシステムダウンや修理費用などを解決すること

ができます。  
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III. 問問問問 ：：：：DualBIOS™技術はどのように働くのですか技術はどのように働くのですか技術はどのように働くのですか技術はどのように働くのですか？？？？ 
答答答答 ：：：：  

この新技術により BIOS のエラーのためのシステムダウンや修理費用などを解決する
ことができます。  

1. DualBIOS™技術は、起動過程における幅広い保護を提供します。POST 中、ESCD
更新、そして PNP 検出/割当において BIOS を保護することができます。  

2. DualBIOS™は BIOS の自動復元を提供します。起動時に使われる最初の BIOS が完了
できない場合、または BIOS チェックサムエラーが発生した場合でも 、起動は可
能です。DualBIOS™ユーティリティでは、 メイン BIOS またはバックアップ BIOS の
破損時に、 “オート リカバリー”オプシ ョンが DualBIOS™技術を使って正常な BIOS
を起動させ、破壊した BIOS を自動的に修復することが保証できます。  

3. DualBIOS™は BIOS の手動復元を提供します。DualBIOS™技術には内蔵書き換えユ
ーティ リテ ィが含まれており 、バックアップからメインへ、またはその逆にシス
テム BIOS を書き換えることができます。OS のユーティリテ ィプログラムを使用
する必要はありません。  

4. DualBIOS™には一方向への書き換えユーティ リテ ィが含まれています。内蔵の一
方向フラッシュユーティ リテ ィは、破壊された BIOS が誤って正しい BIOS と認識
され、正しい BIOS (メインまたはバックアップ)を書き換えてしまわないよう保護
します。こ う して 、正しい BIOS が失われることを防ぎます。  

IV. 問問問問 ：：：： どんな場合にどんな場合にどんな場合にどんな場合に DualBIOS™技術が必要なのでしょ う技術が必要なのでしょ う技術が必要なのでしょ う技術が必要なのでしょ う？？？？ 
答 ：答 ：答 ：答 ：  

この新技術により BIOS のエラーのためのシステムダウンや修理費用などを解決する
ことができます。  

1. コンピュータウィルスが威力を増している今日、どのユーザーにも DualBIOS™技
術は必要です。システム BIOS を破壊してしまう新しい BIOS タイプのウィルスは
毎日のように発見されています。市販されているウィルス除去プログラムなど大
部分は 、 この タ イプのウ ィルスに対する保護を含んでいません 。そ こで 、
DualBIOS™技術があなたの PC を保護するための唯一のソリューシ ョンを提供しま
す ：  

状況 I.) 悪質なコンピュータウィルスがシステム BIOS 全体を消去してしまうことが
あります。これまでの単一システム BIOS PC の場合、PC を修理に出さなけ
れば正常な操作はできません。  

状況 II.) DualBIOS™ユーティ リテ ィで “オート リ カバリー”オプシ ョンが有効に設定さ
れていれば、ウィルスがシステム BIOS を破壊した場合でも 、BIOS は自動的
にシステムを再起動し、 メイン BIOS を修復することができます。  

状況 III.) ユーザーはメインシステム BIOS からの起動を上書きすることができます。
バックアップ BIOS からの起動順序を手動で変更するために、DualBIOS™ユ
ーティリテ ィに入ることができます。  

2. BIOS アップグレード中またはその後に、DualBIOS™がメイン BIOS でエラーを検出
すると 、バックアップ BIOS は起動プロセスを自動的に引き継ぎます。さらに起
動中にメインおよびバックアップ BIOS の checksum 値を検査します。BIOS の適切
な作動を保証するため、システムの電源をオンする時、DualBIOS™テク ノロジは
メインおよびバックアップ BIOS の checksum 値を検査します。  

3. ベテランユーザーも 2 つの BIOS バージョンを持つメインボードを大いに活用する
ことができます。システム性能に合ったバージョンの BIOS を選択して使用する
ことができます。  

4. PC やワークステーション /サーバーにより高い柔軟性を提供します。DualBIOS™ユ
ーティリテ ィでは、 “Halt On When BIOS Defects”のオプションを選択し、 メ イン BIOS
が破壊された場合に警告メッセージと共にシステムを停止するよう設定すること
ができます。ほとんどのワークステーシ ョン /サーバーは、サービス機能を損な
わないよう安定した継続的な運営が必要となります。この場合、正常な起動時に
システムが停止しないよう 、 “Halt On When BIOS Defects”メッセージは無効となりま
す。更に、Giga-Byte の DualBIOS™技術は、今後 BIOS 用の追加容量が必要になった
場合、デュアル 2M ビッ ト BIOS からデュアル 4Mbit BIOS への更新が可能となる機
能も提供しています。  
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方法方法方法方法 2 ：：：：@BIOS™ユーティ リテ ィユーテ ィ リテ ィユーテ ィ リテ ィユーテ ィ リテ ィ  
 
DOS 起動ディスクをお持ちでない場合は、Gigabyte @BIOS™プログラムを利用して BIOS フ

ラッシュを行うようお勧めします。  
 

     
(1)  (2) 

 

     
(3)   

 
方法と手順 ：方法と手順 ：方法と手順 ：方法と手順 ：  
1. インターネッ ト経由で BIOS を更新 ：  

a. “Internet Update”アイコンをクリ ックします 
b. “Update New BIOS”アイコンをクリ ッ クします 
c. @BIOS™サーバを選択します 
d. ご使用のマザーボードの正確なモデル名を選択します 
e. システムは BIOS のダウンロードと更新を自動的に行います。  
 

2. インターネッ トを経由しないで BIOS を更新 ：  
a. “Internet Update”アイコンはクリックしないで ください 。  
b. “Update New BIOS”アイコンをクリ ッ クします。  
c. ファイルを開ける際には、ダイアログボックスから “All Files”を選びます。  
d. インターネッ トやその他の方法からダウンロードした BIOS の非圧縮ファイル。

(例 ：K8VU939.E1)を見出して ください。  
e. 続く指示に従って更新操作を完了させます。  

ここで押します。  

1. “@BIOS”をクリ ッ ク して く

ださい。  

2. Start/Programs/GIGABYTE/@BIOS をクリ ッ ク

して ください 。  

3. “ ” をクリ ッ ク
して ください  ここでクリ ックします。  

4. @BIOS サーバサイトを選択し 、 “OK”をク

リ ック して ください 。  

(4) 
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3. BIOS の保存 
最初の段階でダイアログボックスに“Save Current BIOS”アイコンが表示されます。これ

は現在使用中のバージョンの BIOS を保存することを意味します。  
 
4. サポートされているマザーボードおよびフラッシュ ROM の確認 ：  

最初の段階でダイアログボックスに“About this program”アイコンが表示されます。これ

はサポートされるマザーボードとフラッシュ ROM メーカーの確認に役立ちます。  
 
注 ：注 ：注 ：注 ：  
a. 方法 I で、選択すべきマザーボードのモデル名が 2 つ以上表示される場合には、ご使

用のマザーボードのモデル名を再確認して ください 。間違ったモデル名を選択する

と 、システムが起動不能となります。  
b. 方法 II では、BIOS非圧縮ファイルのマザーボードのモデル名が実際にご使用のマザー

ボードと一致していることをご確認ください 。一致しないと 、 システムは起動しま

せん。  
c. 方法 I で、必要な BIOS ファイルが@BIOS™サーバ内に見つからない場合は、Gigabyte

ウェブサイ トからダウンロードし 、方法 II で更新して ください。  
d. 更新途中に中断すると 、システム起動が不能になる点にご注意ください 。  
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2-/4-/6-/8-チャンネルオーデチャンネルオーデチャンネルオーデチャンネルオーデ

ィオ機能紹介ィオ機能紹介ィオ機能紹介ィオ機能紹介 
 
Windows 98/2000/ME/XP 用オーディオソフ トのインス トールは非常に簡単です。手順を従い、

オーディオ機能をインス トールして ください 。 (次の画像が Windows XP です)。8 チャネル

オーディオの設定を行う場合は、オーディオコンボキッ ト (オプシ ョ ン)を使用することが

必要です。  
 
ステレオスピーカー接続および設定ステレオスピーカー接続および設定ステレオスピーカー接続および設定ステレオスピーカー接続および設定 ：：：：  
ステレオ出力を利用する場合、最良のサウンド効果を得るにはアンプ付きスピーカーの

使用をお勧めします。  
 
ステップ 1 ：  
ステレオスピーカーまたはヘッドホンを “ラ
イン出力”に接続します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバのインストール後、タスク

バーの右下にサウンドイフェク ト  アイコ

ンが表示されます。アイコンをクリ ックして

機能を選びます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3 ：  
“Speaker Configuration”をクリックし 、左側の選
択バーをクリ ック して 、 “2CH Speaker”を選び、
2 チャンネルオーデ ィオ設定を完了させま
す。 
 
 

ライン出力 
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4 チャネルアナログオーディオ出力モードチャネルアナログオーディオ出力モードチャネルアナログオーディオ出力モードチャネルアナログオーディオ出力モード  
 

ステップ 1 ：  
フロン トチャンネルは“ライン出力”に、リア

チャンネルは“ライン入力”に接続します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバのインス トール後、タスク

バーの右下にサウンドイフェク ト  アイコ

ンが表示されます。アイコンをクリ ックして

機能を選びます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3 ：  
“Speaker Configuration” を ク リ ッ ク し 、 “UAJ 
FUNCTION”を選択します。そして左側の選択

バーをクリックして 、 “4CH Speaker”を選び、4
チャンネルオーディオ設定を完了させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ライン出力 ライン入力 
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6 チャネルアナログオーディオ出力モードチャネルアナログオーディオ出力モードチャネルアナログオーディオ出力モードチャネルアナログオーディオ出力モード  
 
オーディオ出力の接続には、他のモジュール

を追加せず後部オーディオパネルのみを使用

します。  
ステップ 1 ：  
フロン トチャンネルは“ライン出力”に、リア

チャンネルは“ライン入力”に、センター /サブ

ウーファーチャンネルは“マイク入力”に接続

します。  
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サウンド ドライバのインス トール後、タスク

バーの右下にサウンドイフェク ト  アイコ

ンが表示されます。アイコンをクリ ックして

機能を選びます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3 ：  
“Speaker Configuration” を ク リ ッ ク し 、 “UAJ 
FUNCTION”を選択します。そして左側の選択

バーをクリックして 、 “6CH Speaker”を選び、6
チャンネルオーディオ設定を完了させます。 
 
 
 
 
 
 

マイク入力 ライン出力 

ライン入力 
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8 チャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップチャンネルオーディオのセッ トア ップ (オプシ ョン装置のオーディオオプシ ョン装置のオーディオオプシ ョン装置のオーディオオプシ ョン装置のオーディオ

コンボキッ トが必要コンボキッ トが必要コンボキッ トが必要コンボキッ トが必要) ：：：：  
 
 
オーディオコンボキッ トには、サラウンドキ

ッ トおよび SPDIF 出力ケーブル(光学および同

軸ケーブル)が含まれています。8 チャネルの

設定を行う場合は、サラウンドキッ トを使用

することが必要です。サラウンドキッ トは 、

R/L サラウンド 、センター /サブウーファー出

力とリヤサラウンド機能を提供します。  
 

 

 

 

 

ステップ 1 ：  
オーディオコンボキッ トをケース後部パネル

に固定します。  
 
 
 
 
 
 
ステップ 2 ：  
サラウンドキッ トをマザーボードの SUR_CEN コネクタに接続してくだ さい 。 
 
 

 
 
 
ステップ 3 ：  
8 チャンネルのオーディオ設定方法は 2 通り
あります。  
方法 1 ：  
フロン トチャンネルはオーディ オパネルの
“LINE OUT”に、リアチャンネルはサラウンド
キッ トの “REAR R/L”ポートに接続します。セ
ンター /サブウーファーチャンネルはサウン
ドキッ トの“SUB CENTER”に、左右のチャンネ
ルはサラウンドキッ トの“SUR BACK”ポートに
接続します。 
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方法 2 ：  
フロン トチャンネルをオーデ ィ オパネルの

“ L INE OUT"に、リアチャンネルを "LINE IN"ポ
ートに接続します 。センター /サブウーファ

ーチャンネルをオーデ ィオ ・パネルの"MIC 
IN"ポートに接続し 、R/L チャンネルをサラウ

ンドキッ トの"SUR BACK"ポートに接続して く

ださい。 (この場合は UAJ 機能が必要としま

す) 
 
 
 
ステップ 4 ：  
サウンド ドライバのインス トール後、タスク

バーの右下にサウンドイフェク ト  アイコ

ンが表示されます。アイコンをクリ ックして

機能を選びます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 5 ：  
“ ス ピ ー カ ー 設定 ” を ク リ ッ ク し 、 “UAJ 
FUNCTION”及び“Only Surround-Kit”を両方選択し

ます。そして左側の選択バーをクリ ックして 、

“8CH Speaker”を選び、8 チャンネルオーディオ

設定を完了させます。  
 
 
 
 
 
 
 
    
サラウンド効果の設定 ：  
サウンド効果メニューで、お望みのサウンド

設定項目が調整可能です。 
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SPDIF 出力デバイス出力デバイス出力デバイス出力デバイス(オプショ ンデバイスオプショ ンデバイスオプショ ンデバイスオプショ ンデバイス) 
 
“SPDIF 出力”コネクタはマザーボードに装備
さ れ て い ま す 。 リ ア ブ ラ ケ ッ ト 付 き の
SPDIF_IO ケーブルは“SPDIF 出力”コネクタ (図
参照)に接続します 。デコーダーへの外部接
続には、リアブラケッ トに同軸ケーブルおよ
び光ケーブル接続ポート (注)が装備されていま
す。  
 
 
 
 
 

1. SPDIF 出力装置を PC 背部のブラケッ トに
接続し、ネジで固定して ください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. SPDIF デバイスをマザーボードに接続し

て ください 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. SPDIF から SPDIF デコーダーに接続しま
す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注) 8 チャンネルオーディオ機能およびSPDIF出力機能を両方使用する場合は、オーデ

ィオコンボキッ トを購入して ください(8 チャンネルオーディオセットア ップ節を

参照して ください) 。  
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Jack-Sensing およびおよびおよびおよび UAJ 紹介紹介紹介紹介 
 

Jack-Sensing はオーディオコネクタにエラー検知機能を付与しています。 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

Windows 98/98SE/2000/ME 環境で Jack-Sensing 機能を有効にするには、まず Microsoft 
DirectX8.1 またはそれ以降のバージョンをインス トールして ください。  

 
Jack-Sensingは 2部分から構成されています ：自動とマニュアルです。以下は 2 チャンネル
を例としています(以下の図は Windows XP のものです) ：  
 
 
オーディオコネクタの紹介オーディオコネクタの紹介オーディオコネクタの紹介オーディオコネクタの紹介 
CD-ROM 、ウォークマンやその他オーディ

オ入力デバイスをライン入力ジャックに 、

スピーカー、ヘッ ドホンその他オーディオ

出力デバイスをライン出力ジャックに 、マ

イクはマイク入力ジャックに接続します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自動検知自動検知自動検知自動検知 ：：：：  
デバイスを上記の正しい組合せで接続しま

す。デバイスを正し く接続した場合、ウ ィ

ンドウにも正し く図示されます。  
3D オーディオ入力が存在する時のみ 3D オ

ーディオ機能が表示される点にご注意くだ

さい 。  
 

 

オーディオコネクタ  

フロン トスピーカー 

ライン出力 

ライン入力 
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コネク タへの接続に誤りがある場合、右

図の様に警告メ ッ セージが表示されま

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マニュアル設定マニュアル設定マニュアル設定マニュアル設定 ：：：：  
デバイスの図が設定と異なる場合は 、

“Manual Selection”を押して設定して くだ さ

い。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
UAJ 紹介紹介紹介紹介 
UAJ (Universal Audio Jack)はとてもスマートな機能です ：ユーザーがオーディオデバイスを

間違ったジャックに差しても 、信号は自動的に切替えます(ライン入力/ライン出力) 。こ

れはオーディオデバイスをライン入力のライン出力のどちらに差すか、ユーザーは心配

せずにすむことを意味しています。UAJが有効の場合はデバイスは問題な く動作します。  
 
 
 
UAJ 機能を有効にする機能を有効にする機能を有効にする機能を有効にする ：：：：  
“UAJ Attomatic”ボタンをク リ ッ ク すると 、UAJ
機能が有効となります。  
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Xpress Recovery 紹介紹介紹介紹介    
 
Xpress Recovery とはとはとはとは？？？？ 

Xpress Recovery とは、OSパーティシ ョンのリカバリ /リス トアに使用されるユーティリ

テ ィです。ハード ドライブが正しく動作しない場合、ユーザーはドライブを元の状態へ

戻すことができます。  
 

 
注意注意注意注意 

1. FAT16、FAT32、NTFS フォーマッ ト 対応 
2. IDE1 マスターに接続しなければなりません 
3. 1 つのみの OS にインストール可能です 
4. HPA 対応の IDE ハードディスクを使用する必要があります 
5. 第 1 パーティシ ョンが起動パーティシ ョンとして設定されている必要があり

ます。起動パーティシ ョンがバックアップされた場合、そのサイズを変えな

いで ください 。  
6. Ghost を使用してブートマネージャを NTFS フォーマッ トへ戻す場合、Xpress 

Recovery を使用することをお勧めします。  

Xpress Recovery の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法 
1. CD から起動(BMP モード ) 

BIOS メニューに入り 、 “Advanced BIOS Feature”にて、CD からの起動を設定します。添付

のドライバ CD を CD ドライブへ挿入し、BIOS を保存/終了します。コンピュータの再起動

時に、 “Boot from CD:”の文字が画面の左下に表示されます。 “Boot from CD:”が表示された時点

で、任意のキーを押し 、Xpress Recovery へ入ります。一度この操作を行った後、次回から

Xpress Recovery に入るには、コンピュータの起動時に F9 を押します。  

 

CD から起動から起動から起動から起動 ：：：：  
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2. コンピュータ起動中に F9 を押します。 (テキストモード ) 
 

コンピュータ起動中に F9 を押します。  

 
 
 

1. CD から起動して Xpress Recovery へ入ったことがある場合、その後は F9 により

Xpress Recovery に入ることが可能です。  
2. システムの保存容量およびドライブの読み書き速度が、バックアップ速度に

影響します。  
3. OS 、必要なドライバ 、ソフ トウェアのインス トールが完了した後、直ちに

Xpress Recovery をインストールすることをお勧めします。    

 
 
 
 

F9 でででで Xpress Recovery 起動起動起動起動 

 
注 
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1. Execute Backup Utility:    
 B を押すとシステムをバックアップ 、を押すとシステムをバックアップ 、を押すとシステムをバックアップ 、を押すとシステムをバックアップ 、Esc で終了します。で終了します。で終了します。で終了します。  

 Backup Utility はシステムを自動スキャンし 、ハード ドライブのバックアップイメージ

としてデータをバックアップします。  

 
注意注意注意注意 

システムによっては、コンピュータ起動時に、F9 によって Xpress Recovery に入れ

ないものがあります。この場合は、CD から起動して Xpress Recovery に入って くだ

さい 。  

 
 
2. Execute Restore Utility:    

 このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻しまこのプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻しまこのプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻しまこのプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻しま

す。す。す。す。  
R を押してシステムを工場デフォルト設定に戻して く ださい。またを押してシステムを工場デフォルト設定に戻して く ださい。またを押してシステムを工場デフォルト設定に戻して く ださい。またを押してシステムを工場デフォルト設定に戻して く ださい。また

はははは Esc を押して終了します。を押して終了します。を押して終了します。を押して終了します。  
バックアップイメージを元の状態へ戻します。  

 
 
3. Remove Backup Image:    

 バックアップイメージの削除。よろしいですか？バックアップイメージの削除。よろしいですか？バックアップイメージの削除。よろしいですか？バックアップイメージの削除。よろしいですか？ (Y/N) 
 バックアップイメージを削除します。  
 
 
4. Set Password:    

 4-16 文字長のパスワード文字長のパスワード文字長のパスワード文字長のパスワード (a-z またはまたはまたはまたは 0-9)を入力して く ださい。を入力して く ださい。を入力して く ださい。を入力して く ださい。またはまたはまたはまたは

Esc を押して終了します。を押して終了します。を押して終了します。を押して終了します。  
 ハードディスクデータを保護するため、Xpress Recovery に入る時のパスワードを設定

できます。設定後、次回からシステム起動時に Xpress Recovery へ入るには、パスワー

ドの入力が必要になります。パスワードを削除したい場合、 “Set Password”を選択し

て、 “New Password/Confirm Password”に何も入力せずに“Enter”を押してくだ さい 。パスワ

ード要求は無効になります。  
 
 
5. Exit and Restart:    
 終了してコンピュータを再起動します。  
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シリアルシリアルシリアルシリアル ATA BIOS 設定ユーティリティ紹介設定ユーティリティ紹介設定ユーティリティ紹介設定ユーティリティ紹介 
 
RAID レベルレベルレベルレベル 
RAID (Redundant Array of Independent Disks)は 2 台のハードディスクを 1 つの論理ユニッ ト と し

て結合する方法です。このアレイの利点はよりよいパフォーマンスまたはデータエラー

耐性です。エラー耐性はデータの冗長的操作、つまり ドライブの 1 台が故障しても ミラ

ーコピーされたデータが別のドライブに確保されているという形で実現されます。これ

でオペレーテ ィングシステムの起動不能やハングアップなどでのデータ損失を防げま

す。アレイの個々のディスクはメンバーと呼ばれます。各メンバーの設定情報は予備セ

クターに記録され、各メンバーを認識します。デ ィスクアレイを構成するメンバー全体

が、オペレーティングシステムからは 1 つの論理ドライブとして認識されます。  
ハードディスク ドライブは数種の異なる方法で組み合わせられます。 これら異なる方法

は異なる RAID レベルとして言及されます。個々の RAID レベルにより、パフォーマンスレ

ベル、導入コストが異なります。 nVIDIA nForce3 250 チップセッ トのサポートする RAID レ

ベルは RAID 0, RAID 1, および JBOD です。  
 
RAID 0 (ストライピング) 
RAID 0 では複数のドライブの間にインタ リーブされたデータのセクタを読み書きしま

す。デ ィスク メンバーのいずれかが故障すると 、アレイ全体に影響します。デ ィスクア

レイ容量は最小メンバー容量をドライブ数と掛けた量となります。ス トライピングのブ

ロックサイズは 4KB から 64KB まで設定できます。RAID 0 ではエラー耐性はサポートされ

ません。  
 
RAID 1(ミラーリング) 
RAID 1 では複製されたデータが並列して 2 台のドライブに同時に読み書きされます。 ミラ

ー側のドライブが機械的に故障または応答しない場合でも 、残りのド ライブが機能しつ

づけます。アレイ容量は冗長性により 、最小のドライブ容量となります。RAID 1 の設定

ではスペアドライブと呼ばれる予備のドライブが接続されます。このドライブがミラー

対象アレイの部分として 、故障ドライブの代わりに動作します。いずれの RAID 1 ドライ

ブが故障しても 、データ耐性があるので、アレイの他方のドライブがある限りデータア

クセスには支障がありません。  
 
JBOD (スパンニング) 
スパンニングディスクアレイは異なる容量のドライブが使用されている際、その容量は

総和となります 。スパンニングではデータは 1 台のドライブが一杯になるまで記録さ

れ、それからアレイ内の次のドライブへと記録されます。デ ィスクメンバーが故障した

場合は、アレイ全体に影響します。 JBOD は本当の意味での RAID ではなく 、データ耐性も

サポートされません。  
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完全な RAID アレイを構築するため、以下ステップに従って ください ：  
1) RAID 構築用のハードドライブを準備します。  

注 ：最良のパフォーマンスを得るため、ハード ドライブは同様のタイプおよび容量
のものを使用することをお勧めします。  

2) ハードドライブのコネクタを 、 IDE、SCSI、SATA 等、マザーボードの上の適切な場所
に接続します。  

3) マザーボードの BIOS に入り 、RAID設定を指定します(Integrated Peripheralsのセクシ ョン
を参照して ください) 。  

4) BIOS の RAID 設定に入り 、RAID タイプを選択します(例、Tab を押して、VT8237 RAID を
選択 ；Ctrl+S を押して、Silicon Image を選択)。  

5) ド ライバのインス トールを実行して ください 。  
6) RAID ユーティリテ ィのインス トールを実行して ください。  
ステップ4および5の詳細情報が入手可能です。 (セッ トア ップの詳細情報は当社ウェブサ
イ トhttp://www.gigabyte.com.twの“Support/Motherboard/Technology Guide section”にアクセスして 、
必要な情報をダウンロードまたはご覧になれます。 ) 
 
VT8237 (VT8237R) SATA RAID BIOS の設定の設定の設定の設定 
RAID BIOS setup utilityは、RAIDアレイの種類やアレイの一部として使用されるハードドライ

ブを指定します。  
 
VT8237 (VT8237R) SATA RAID BIOS セッ トア ップユーテ ィリテ ィの起動セッ トア ップユーティリテ ィの起動セッ トア ップユーティリテ ィの起動セッ トア ップユーティリテ ィの起動 
1. コンピュータの起動後、RAID ソフトウェアが Tab を押すようにプロンプ トを表示する

のを待ちます。RAID プロンプ トは、システム POSTの一部として表現され、OS ロード

以前の起動プロセスです。ウィンドウが消える前に、Tab を押す時間が何秒間かあり

ます。  

 
タブタブタブタブを押し RAID セッ トアップユーティリテ ィに入ると 、VT8237 SATA RAID BIOS ユーティ
リテ ィ画面が現れます。上矢印キー< >または下矢印キー< >で選択バーを移動させ、実行
したい項目を選択して ください 。  
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A. Create Array: 
"Create Array"でEnterを押すと 、以下の画面が現れます。  
 

 
 
 
アレイを作成する前には、まずアレイモードを設定することが必要です。Array Mode を選

択して Enter を押し 、矢印キーでアレイモードを選択して ください。オプシ ョンは以下の

通りです ：パフォーマンス優先のRAID 0、データ保護優先のRAID 1、及び容量優先のRAID 
SPAN です。  
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アレイモードを選択した後、デ ィ スクアレイの作成方式には、Auto Setup または Select 
Disk Drives の 2 つの方法があります。Auto Setup の場合、BIOS は自動的にディスクドライ

ブを選択し 、アレイを作成することができますが、ユーザが RAID 1 用に作成/複製を選択

した場合でも ミラーリングドライブを複製することはできません。アレイを作成する場

合は、すべてのディスクドライブを新し くすることをお勧めします。 Select Disk Drives を

選択すると 、ユーザは必要に応じてアレイ ドライブを選択するこ とができます。Select 
Disk Drives を選択して Enter を押した後、矢印キーでハードディスクを選択して ください。

選択されたハードディスクには、コ メ印(*)が表示されます。  

 
 
RAID 0 アレイを選択すると 、アレイのブロックサイズもまた選択することができます。

矢印キーで Block Size を選択して Enter を押した後、ポップアップされたメニューからブロ

ックサイズを選択して ください 。ブロックサイズは 4KB から 64KB まで設定できます。  
 

 

矢印キーで Start Create Process を選択して Enter を押して ください。警告メッセージ[The 
data on the selected disks will be destroied. Continue? (Y/N)]が現れます。 Y を押し作成を終了す

るか、N を押し作成をキャンセルして ください 。  
重要事項：ハード ドライブのすべての既存内容はアレイ作成後削除されます。  
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B. Delete Array: 
アレイを削除する場合は、メインメニューの Delete Array を選択し 、 Enter を押して くださ

い。チャンネルコラムが実行されます。削除するアレイを選択し 、 Enter を押します。警

告メッセージが現れます。Y を押して削除するか、N を押してキャンセルして ください 。  

 
 
ディスクアレイを削除すると 、RAID 1 アレイを除き、デ ィスクアレイあるすべてのデー

タが削除されます。RAIDが削除されると 、2 台のハードディスク ドライブにあるデータは

保存され、2 台の標準ディスクドライブとなります。  
 
 
C. Select Boot Array: 
アレイから OS を起動する場合は、ブートデバイスとしてディスクアレイを選択すること

ができます。OS がディスクアレイから起動されない場合は、ブートデ ィスクアレイを選

択することはできません。Select Boot Array をハイライ ト させ 、Enter を押すと 、チャンネ

ルコラムが実行されます。次に Target disk をハイライ ト させ、Enter を押して ください。 メ

インメニュー画面に戻るには、ESC キーを押して ください 。ブー トアレイをキャンセル

する場合は、コ メ印(*)の表示されたディスクアレイを選択し 、Enter を押して ください。

起動設定はキャンセルされます。  
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D. Serial Number View: 
Serial Number View をハイライ ト表示させ、Enter を押します。矢印キーでドライブを選択

すると 、選択されたドライブのシリアルナンバーが最後の欄に表示されます。シリアル

ナンバーはディスク ドライブメーカーによって設定されています。  

 
 
 
E. View Array Status: 
F1 キーを押すと 、画面下方にアレイの状況が表示されます。デ ィスクアレイが存在しな

い場合は、画面には何も表示されません。  
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RAID ドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストール 
Windows 2000/XP を Serial ATA ハードディスク上に正し くインス トールするには、OS インス

トール中に SATA コン トローラの必要とするドライバをインス トールする必要があります。

ドライバなしでは、Windows セットア ップ過程でハードディスクが検出されない可能性が

あります。  
まず、マザーボード ドライバ CD からフロッピーディスクに SATA コン トローラ用ドライ

バをコピーする必要があります。ドライバのコピー方法は以下をご参照ください。  
 
ステップ 1 ：使用可能なオペレーティングシステム上で、マザーボード ドライバ CD を

CD-ROM ドライブに入れます。 ド ライバ CD を入れてまもな くするとインス トールユーテ

ィ リテ ィが自動的に起動されます。 このインス トールユーティ リティ を終了させます。

フォーマッ ト されたブランクフロッピーをフロッピードライブに入れてください 。  
 
ステップ 2 ：マイコンピュータを開き、CD-ROM アイコン(今回はドライブ D と仮定)を右ク

リ ックし 、開 くを選びます。これでドライバ CD 内のフォルダおよびファイルが表示され

ます。BootDrv フォルダアイコンをダブルクリックし 、MENU.exe (図 1 参照)を選びます。  
 
 

 
図1  図2 

 
ステップ 3 ：  
MS-DOS プロンプ ト画面が表示されます。画面上にチップセッ ト情報が皆表示される(図 2
参照)ので、適切なチップセッ トを選択します。  
 
システムは自動的に解凍を行い、ド ライバの中のファイルをフロッピーディスクへ転送

します。  
 
ステップを完了した後、Windows CD から起動して 、RAID ドライバをインス トールしま

す。  
シリアル ATA コン トローラの HDD から Windows 2000/Windows XP をインス トールする場合、

Windows 2000/Windows XP の起動時に F6 を押し 、このフロッピーディスクのシリアル ATA コ

ン トローラ ドライバを使用します。オンスクリーンの指示に従って、 インス トールを完

成させて ください 。  
(新しいハードドライブを RAID アレイに加えるたびに、そのハードドライブを使用するた

めに、RAID ドライバをWindows上にインストールしなければなりません。その後、 ドライ

ブは不要となります。 ) 
 
 
注： メニューリス トにて 、 Intel IAA_RAID は Intel ICH5R チップセッ ト を表します。  
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第第第第 5 章章章章 付録付録付録付録 
 

ド ライバのインストールドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストール 
    

下図は、Windows XP で表示されています。    

お買い上げのマザーボードに付属のドライバ CD-タイ トルを CD-ROM ドライブに

入れると 、 ド ライバ CD-タイ トルはオートスター ト し 、 インス トールガイドが示
されます。表示されない場合は、 “マイコンピュータ ”中の CD-ROM ド ライブのア
イコンをダブルクリックし 、Setup.exe を実行して ください 。  

 
 
ド ライバ CD を入れると 、 “Xpress Install”がシステムを自動的にスキャンし 、インス トール

を推奨するドライバ一覧が表示されます。 “Xpress Install”の“Click and Go”テクノロジーによ

り 、 ド ライバが自動的にインス トールされます。必要なドライバをク リ ッ ク して “GO”ボ
タンを押すだけで“Xpress Install”が自動的にインストールを実行します。  
 

 
    

    

ド ライバによってはシステムを自動的に再起動するものがあります。システム再

起動後、“Xpress Install”は他のドライバのインス トールを続行します。     

システムは、 ドライバをインス トール後に自動的にリブートし 、その後、ユーザ
ーは他のアプリケーションをインストールすることができます。  

 

 
注意注意注意注意 

Windows XP オペレーティングシステム環境での USB 2.0 ドライバサポートについ

ては、Windows Service Pack をご使用ください。Windows Service Pack インス トール

後、 “デバイスマネージャ ”内の“ユニバーサルシリアルバスコン ト ローラ ”の欄に

は疑問符“?”が表示されます。疑問符を取り除きシステムを再起動して ください

(システムは正しい USB 2.0 ドライバを自動検出します) 。  
 
 

 
注 

 
注 
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項目の説明項目の説明項目の説明項目の説明 
 

 VIA 4IN1 Driver 
INF、AGP 、 IDE および DMA 用ドライバ。  

 AMD Cool’n Quiet CPU Driver 
AMD CPU 用ドライバ。  

 Realtek LAN Driver (LAN1) 
RealTek 10/100/1000 LAN チップドライバ。  

 VIA Lan Driver (LAN2) 
VIA 10/100 LAN チップドライバ。  

 RealTek AC97 Audio Driver 
RealTek オーディオドライバ 

 Silicon Image RAID Driver 
Silicon Image 用シリアル ATA RAID ドライバ。  

 VIA 8237 Serial ATA Driver 
VIA VT8237 (VT8237R)シリアル ATA ド ライバ用。  

 VIA USB 2.0 Controller 
XP 用の VIA USB 2.0 ドライバ情報 

 

 

 
 

ド ラ イバの イ ン ス ト ールは完了で

す！ 
システムを再起動して ください！  

 
注 
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ソフ トウェアのアプリケーシ ョンソフ トウェアのアプリケーシ ョンソフ トウェアのアプリケーシ ョンソフ トウェアのアプリケーシ ョン  
このページには、Gigabyte および各国のパートナーから開発された付加価値のあるソフ ト

ウェアを紹介します。  
 

 
 
■ GIGABYTE C.O.M. (Corporate Online Manager) 

CPU、 メモリ 、グラフ ィ ックスカード等々のクライアン トシステムのハードウェア情

報をホス トを介して 、モニタまたはコン トロールすることが可能なウェブベースの

システム管理ツールです。  
■ Gigabyte Management Tool (GMT) 

コンピュータをネッ トワーク経由で管理できる便利なツールです。  
■ EasyTune 5 

オーバークロッ ク とハードウェアモニタ機能を統合した強力なユーテ ィ リテ ィで

す。  
■ DMI Viewer 

システムの DMI/SMBIOS 情報を表示する Windows ベースのユーティリテ ィです。  
■ Face-Wizard 

BIOS ロゴを追加する新しいユーティ リテ ィです。  
■ @BIOS 

Gigabyte の windowsBIOS 更新ユーティ リテ ィです。  
■ Acrobat Reader 

Adobe からの普及したユーティ リティで 、 .PDF ファイル形式の文書を読む取ります。  
■ Norton Internet Security (NIS) 

ウィルス、広告防止の統合化ユーティ リテ ィです。  
■ DirectX 9 

Microsoft DirectX 9 のインストールで、3D ハードウェアアクセラレーションを可能にし、

オペレーティングシステムの 3D パフォーマンスが改善されます。  
■ Silicon Image SATA RAID Utility 

Silicon Image Serial ATA 機能向けの RAID ユーティリテ ィです。  
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ソフ トウェアの情報ソフ トウェアの情報ソフ トウェアの情報ソフ トウェアの情報 
このページには当 CD タイ トルに収録されているソフ トウェアおよびドライバの一覧が示

されています。  

 
 
ハードウェアの情報ハードウェアの情報ハードウェアの情報ハードウェアの情報 
このページには当マザーボード用のデバイス全てが示されています。  

 
 
当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡 
詳細は最後のページをご覧ください。  
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FAQ 
 
下記は一般に尋ねられる質問を集めています。特定のモデルのマザーボードに関する一
般的な質問については、http://www.gigabyte.com.tw にアクセスして ください 。  
 
問 1 ：BIOS 更新後、以前の BIOS で表示されていたオプシ ョンのいくつかが表示されませ
ん。なぜですか？ 
答 ：詳細オプシ ョンのい くつかは新たな BIOS バージ ョンでは非表示となっています。

BIOS メニュー表示後、Ctrl と F1 キーを同時に押すと 、これらのオプシ ョンが表示されま
す。  
 
問 2 ： コンピュータをオフにしてもキーボードや光学マウスのランプが消えないのはなぜ
ですか？ 
答 ：ボードによっては、コンピュータをシャッ トダウンしてもスタンバイ用の微小電流
が存在しますので、ランプがついた状態になります。  
 
問 3 ：CMOS のクリア方法は？ 
答：ご使用のボードに CMOS クリア用ジャンパーがある場合は、マニュアル中の CMOS の
クリア方法をご参照ください 。お持ちのボードにそのようなジャンパーがない場合は、

オンボードの電池を外してボード電圧を放電させることで CMOS がクリアできます。以
下のステップをご参照ください ：  

ステップ ：  
1. 電源をオフにします。  
2. マザーボードから電源コードを外します。  
3. 電池を静かに外し 、10 分ほど放置します(または電池ホルダーのプラス ・マイ

ナスピンを金属片で 1 分間ほどショー ト させます) 。  
4. 電池を電池ホルダーに戻します。  
5. マザーボードに電源コードをつなぎ、電源をオンにします。  
6. Del を押して、BIOS に入り 、Fail-Safe Defaults をロードします。  
7. 設定を保存し 、システムを再起動します。  

 
問 4 ：BIOS 更新後、システムが不安定になっているようですが、なぜですか？ 
答：BIOS フラッシュ後は Fail-Safe Defaults (または BIOS Defaults)をロードするようにして く
ださい。それでもシステムが安定しない場合は、CMOS をクリアして問題解決します。  
 
問 5 ：スピーカー音量を最大にしても小さな音しか出ないのはなぜですか？ 
答 ：ご使用のスピーカーがアンプ内蔵かどうかご確認ください 。アンプ内蔵でない場合、

電源/アンプ付きスピーカーに取り替えてお試し ください。  
 
問 6 ：別の VGA カードを装備するので、オンボード VGA カードを無効にしたいのですが、

どのようにしますか？ 
答：Gigabyte 製マザーボードは装着された外付け VGA カードを自動検出するので、オンボ
ード VGA カードをマニュアルでオフにする必要はありません。  
 
問 7 ： IDE 2 が使用できないのはなぜですか？ 
答 ：ユーザーマニュアルを参照し、 フロン トUSBパネル上のUSB過電流ピンに、マザーボ

ードパッケージ付属以外のケーブルを接続していないかご確認ください 。も しケーブル
がマザーボード付属品以外のものなら 、それを外し 、このピンには付属品以外のケーブ
ルを接続しないようにして ください。  
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問 8 ：システム起動後、コンピュータから断続的にビープ音が聞こえることがあります。

このビープ音にはどんな意味がありますか？ 
答 ：下記のビープ音コードはコンピュータに生じている問題を判別するのに役立つでし

ょ う 。ただし 、これらは参照用のみです。状況は実際のケースにより異なります。  
 
→AMI BIOSビープコード 

* システム起動に成功した場合はコンピュータは短くピッと鳴ります。 

* ビープコード 8 以外は、通常起動不能となります。 

ビープ音 1 ：回リフレッシュエラー 
ビープ音 2 ：回パリテ ィーエラー  
ビープ音 3 ：回ベース 64K メモリエラー 
ビープ音 4 ：回タイマーエラー 
ビープ音 5 ：回プロセッサエラー  
ビープ音 6 ：回 8042－ゲート A20 エラー 
ビープ音 7 ：回プロセッサ割り込み除外エラー 
ビープ音 8 ：回ディスプレイメモリ リード /ライ トエラー 
ビープ音 9 ：回 ROM チェックサムエラー 
ビープ音 10 ：回 CMOS シャッ トダウンレジスタリード /ライ トエラー  
ビープ音 11 ：回キャッシュメモリエラー 

→AWARD BIOS ビープコード 

短く 1 回 ：システム起動成功 
短く 2 回 ：CMOS 設定エラー 
長く 1 回短く 1 回 ：DRAM またはマザーボードエラー 
長く 1 回短く 2 回 ：モニタまたはディスプレイカードエラー 
長く 1 回短く 3 回 ：キーボードエラー 
長く 1 回短く 9 回 ：BIOS ROM エラー 
連続した長いビープ音 ：DRAM エラー 
連続した短いビープ音 ：電源エラー 
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ト ラブルシューティングト ラブルシューティングト ラブルシューティングト ラブルシューティング  
 

起動中にトラブルが生じた場合は、下記のトラブルシューテ ィ ングの手順に

従って ください。  
 
 

 

スター ト  

電源をオフにし 、AC 電源ケーブルを抜いて、マザーボードか

らアドオンカードやケーブル全部を外します。  

マザーボードやシャーシがショー ト していないかチェックします？ 
はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

シ ョー ト して
いるピンを分
離します。  

エラー原因は除去されました 。  

エラー原因は除去されました 。  

エラー原因は除去されました 。  

エラー原因は除去されました 。  

ジャンパー設定(CPU システムバスクロッ

ク 、 クロックレシオ、電圧など)が皆正し

く設定されているかチェックします。  

ジャンパー設

定が正しいか

確認します。  

CPU 冷却ファンが正し く CPU に取り付け 
られているかチェックします。CPU 冷却ファン電源ケーブル

が CPU_FAN コネクタに正し く接続されて 
いますか？ 

CPU 冷却ファン
電源ケーブルを
CPU ファンコネ
クタに接続しま
す。AC 電源コネ
クタを差しま
す。  

メモリが正し く DIMM ソケッ トに装着さ

れているかチェックします。  

DIMM スロ ッ ト

にメモリモジュ

ールをまっすぐ

確実に差 し ま

す。  

VGA カードを装着します。それから ATX 電源ケーブルを差

し 、システムをオンにします。  
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上記手順で問題が解決しない場合は、最寄の販売店または国内の代理店に御連絡ください。ま
たは、Gigabyte ウェブサイトテクニカルサポートゾーン(http:\\www.gigabyte.com.tw)へのメールお問
い合わせによりご質問ください。迅速に対応策をお知らせします。  

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ メモリ LED は点灯して、CPU ファンは

回転していますか？ 

問 題 は 電 源 装

置 、 CPU 、 メ モ

リ 、 または CPU/
メ モ リ ソ ケ ッ ト

自体にある可能

性があります。  

エラー原因は除去されました 。  

エラー原因は除去されました 。  

エラー原因は除去されました 。  

エラー原因は除去されました 。  

ディスプレイが表示されているかチェックします。  

VGA カード / VGA スロ

ッ トまたはモニタが

故障している可能性

があります。  

システムをオフにします。キーボードとマウスを接続し

て再度起動させます。  

キーボードまたは

キーボードコネク

タが故障している

可能性がありま

す。  

キーボードが正し く作動していることを確認

します。  

<Del>を押して BIOS セッ トアップを起動します。 “Load 
Optimized Defaults”を選び、保存して終了します。  

システムをオフにし 、 IDE ケーブルを接続しな

おします。システムが正常に再起動するかチ

ェ ック します。  

IDE 装置/コネクタ

またはケーブルに

問題がある可能性

があります。  

Windows OS を再インストールし 、アドオンカードとケーブルも

装着しなおします。それからシステムを再起動します。  

終了 
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テクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポート /RMA シートシートシートシート  
 

お客様/国 ：  会社：  電話番号：  
連絡先：  E メールアドレス ：  

 
モデル名/ロッ ト番号 ：  PCB バージョン ：  
BIOS バージョン ：  O.S./A.S.: 

 
ハ ー ド ウ

ェア設定 
Mfs. モデル名 サイ

ズ ：  
ド ラ イバ /ユーテ ィ リ

ティ ：  
CPU     
メ モ リ メ
ーカー名 

    

ビ デ オ カ
ード  

    

サ ウ ン ド
カード  

    

HDD     
CD-ROM / 
DVD-ROM 

    

モデム     
ネッ トワ
ーク 

    

AMR / CNR     
キーボー

ド  
    

マウス     
電源装置     
その他デ

バイス 
    

     
     
     
ト ラブルの説明 ：  
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略語表略語表略語表略語表 
 
略語表 意味 
ACPI ア ドバンス ド コン フ ィギュレーシ ョ ンおよびパワーイン タ フ ェ ース

(Advanced Configuration and Power Interface) 
APM アドバンスドパワーマネジメン ト  

(Advanced Power Management) 
AGP アクセラレーテッ ドグラフ ィ ックスポート  

(Accelerated Graphics Port) 
AMR オーディオモデムライザー(Audio Modem Riser) 
ACR アドバンスドコ ミュニケーションライザー 

(Advanced Communications Riser) 
BIOS 基本入出力システム(Basic Input / Output System) 
CPU 中央処理装置(Central Processing Unit) 
CMOS 相補型金属酸化物半導体 

(Complementary Metal Oxide Semiconductor) 
CRIMM コンテ ィニュイテ ィーRIMM(Continuity RIMM) 
CNR コ ミュニケーションおよびネッ ト ワーキングライザー 

(Communication and Networking Riser) 
DMA ダイレク ト メモリアクセス(Direct Memory Access) 
DMI デスク ト ップマネジメン トインタフェース 

(Desktop Management Interface) 
DIMM デュアルインラインメモリモジュール 

(Dual Inline Memory Module) 
DRM デュアルリテンシ ョン機構(Dual Retention Mechanism) 
DRAM ダイナミックランダムアクセスメモリ  

(Dynamic Random Access Memory) 
DDR ダブルデータレート (Double Data Rate) 
ECP 拡張機能ポート (Extended Capabilities Port) 
ESCD 拡張システム設定データ(Extended System Configuration Data) 
ECC エラーチェックと訂正(Error Checking and Correcting) 
EMC 電磁気的互換性(Electromagnetic Compatibility) 
EPP 拡張パラレルポート (Enhanced Parallel Port) 
ESD 静電放電(Electrostatic Discharge) 
FDD フロッピーディスクデバイス(Floppy Disk Device) 
FSB フロン トサイドバス(Front Side Bus) 
HDD ハードディスクデバイス(Hard Disk Device) 
IDE インテグレーテッ ドデュアルチャンネルエンハンスド  

(Integrated Dual Channel Enhanced) 
IRQ 割り込み要求(Interrupt Request) 

つづく… 
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略語表 意味 
IOAPIC 入出力アドバンスドプログラマブルインプッ ト コン トローラ  

(Input Output Advanced Programmable Input Controller) 
ISA 工業規格アーキテクチャ(Industry Standard Architecture) 
LAN ローカルエリアネッ トワーク (Local Area Network) 
I/O 入力/出力 
LBA 論理ブロックアドレッシング(Logical Block Addressing) 
LED 発光ダイオード (Light Emitting Diode) 
MHz メガヘルツ(Megahertz) 
MIDI ミ ュージカルインスツルメン トデジタルインタフェース 

(Musical Instrument Digital Interface) 
MTH メモリ ト ランスレーターハブ(Memory Translator Hub) 
MPT メモリプロ トコル トランジスター(Memory Protocol Translator) 
NIC ネッ トワークインタフェースカード (Network Interface Card) 
OS オペレーティングシステム(Operating System) 
OEM 受注メーカー(Original Equipment Manufacturer) 
PAC PCI A.G.P.コン トローラ(PCI A.G.P. Controller) 
POST 電源投入時セルフテスト (Power-On Self Test) 
PCI ペリフェラルコンポーネントインターコネク ト  

(Peripheral Component Interconnect) 
RIMM Rambusインラインメモリモジュール(Rambus in-line Memory Module) 
SCI 特殊環境指示(Special Circumstance Instructions) 
SECC Single Edge Contact Cartridge 
SRAM スタテ ィ ックランダムアクセスメモリ  

(Static Random Access Memory) 
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当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡 
 
 

•••• Taiwan (Headquarters) 
GIGA-BYTE TECHNOLOGY CO., LTD. 
Address: No.6, Bau Chiang Road, Hsin-Tien, Taipei Hsien, 
Taiwan 
TEL: +886 (2) 8912-4888 
FAX: +886 (2) 8912-4003 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address (English): http://www.gigabyte.com.tw 
WEB address (Chinese): http://chinese.giga-byte.com 
••••U.S.A. 
G.B.T. INC. 
Address: 17358 Railroad St, City of Industry, CA 91748. 
TEL: +1 (626) 854-9338 
FAX: +1 (626) 854-9339 
Tech. Support : 
http://www.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.giga-byte.com 
•••• Germany 
G.B.T. TECHNOLOGY TRADING GMBH 
Address: Friedrich-Ebert-Damm 112 22047 Hamburg 
TEL: +49-40-2533040 (Sales) 
 +49-1803-428468 (Tech.) 
FAX: +49-40-25492343 (Sales) 
 +49-1803-428329 (Tech.) 
Tech. Support : 
http://de.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.de 
 

•••• Japan 
NIPPON GIGA-BYTE CORPORATION 
WEB address : http://www.gigabyte.co.jp 
•••• Singapore 
GIGA-BYTE SINGAPORE PTE. LTD. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
•••• U.K. 
G.B.T. TECH. CO., LTD. 
Address: GUnit 13 Avant Business Centre 3 Third Avenue, 
Denbigh West Bletchley Milton Keynes, MK1 1DR, UK, 
England 
TEL: +44-1908-362700 
FAX: +44-1908-362709 
Tech. Support : 
http://uk.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://uk.giga-byte.com 
•••• The Netherlands 
GIGA-BYTE TECHNOLOGY B.V. 
TEL: +31 40 290 2088 
NL Tech.Support: 0900-GIGABYTE (0900-44422983) 
BE Tech.Support: 0900-84034 
FAX: +31 40 290 2089 
Tech. Support : 
http://nz.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.giga-byte.nl 
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•••• China 
NINGBO G.B.T. TECH. TRADING CO., LTD. 
Tech. Support : 
http://cn.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.com.cn 
Shanghai 
TEL: +86-021-63410999 
FAX: +86-021-63410100 
Beijing 
TEL: +86-010-82886651 
FAX: +86-010-82888013 
Wuhan 
TEL: +86-027-87851061 
FAX: +86-027-87851330 
GuangZhou 
TEL: +86-020-87586074 
FAX: +86-020-85517843 
Chengdu 
TEL: +86-028-85236930 
FAX: +86-028-85256822 
Xian 
TEL: +86-029-85531943 
FAX: +86-029-85539821 
Shenyang 
TEL: +86-024-23960918 
FAX: +86-024-23960918-809 

•••• Australia 
GIGABYTE TECHNOLOGY PTY. LTD. 
Tech. Support : 
http://www.giga-byte.com.au/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.giga-byte.com.au 
•••• France 
GIGABYTE TECHNOLOGY FRANCES S.A.R.L. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.fr 
•••• Russia 
Moscow Representative Office Of Giga-Byte Technology 
Co., Ltd. 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.ru 
•••• Poland 
Representative Office Of Giga-Byte Technology Co., Ltd. 
POLAND 
Tech. Support : 
http://tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support(Sales/Marketing) : 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
WEB address : http://www.gigabyte.pl 
 
 
 
 


